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齊藤 晴子 さん

●常盤小学校６年

　わたしは将来、保育士になりたいです。

　いとこの双子が赤ちゃんの時、面倒を見たことがあるのですが、赤ちゃんが

笑顔になるとわたしもうれしくなりました。小さい子の面倒を見るのは、やり

がいのある仕事だと思います。

　保育園の先生が、お遊
ゆう

ぎを楽しみながら覚えられるように教えてくださった

ことをよく覚えています。きっとわたしたちのやる気を上手に引き出してくだ

さったのだと思います。

　わたしも子どもたちの気持ちを考えられる保育士になりたいです。

今回の表紙  　「カタクリの花」　３月１８日（水）撮影

　カタクリは市内の山野に自生しており、その中でも三毳山のカタクリの群落は、市の

天然記念物に指定され『万葉自然公園かたくりの里』として、関東近郊などから多く

の方が観賞に訪れています。

　今年も可憐で淡く鮮やかな紫色の花が一斉に咲きそろいました。

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

春
を
告
げ
る
桜
の
便
り
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

先
月
の
市
議
会
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
予
算
を
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨

年
度
に
引
き
続
き
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
対

処
す
る
た
め
「
子
育
て
環
境
の
充
実
」、「
産
業
基
盤
の
確
立
」、「
定
住
・
交
流
人
口

の
確
保
」
を
図
る
と
と
も
に
、
合
併
支
援
措
置
の
終
了
に
向
け
て
「
基
礎
的
自
治

体
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
施
設
の
整
備
と
長
寿
命
化
」
を
進
め
る
た
め
の
編
成
と

い
た
し
ま
し
た
。
私
も
市
民
生
活
向
上
の
た
め
、「
対
話
・
協
調
・
融
和
」
の
精
神
で
、

全
力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
、
佐
野
田
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
内
の
1.1
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
活
用
し
、「
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
」の
整
備
を
進
め
る
予
算
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。
イ
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
構
想
は
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て
以
来
10
年

に
わ
た
り
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
市
の
未
来
に
大
き
な
恵
み
を
も

た
ら
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
実
現
に
向
け
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
段
階

と
な
り
ま
し
た
。

　

先
般
、
平
成
34
年
に
栃
木
県
で
開
催
が
内
定
し
て
い
る
国
民
体
育
大
会
の
ラ
グ

ビ
ー
競
技
会
場
に
、
本
市
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

立
市
を
掲
げ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
本
市
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
に
夢
や
希
望
、
感
動
、
勇
気
を
与
え
て
く
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
し
て
栃

木
国
体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
様
々
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
は
入
学
式
、
入
社
式
な
ど
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
常
に
前
を
向
い
て
進
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
花
冷
え
の
季
節
は
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

岡
部 

正
英

子どもに寄りそう保育士に

佐野ブランドキャラクター

さのまる
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テ
ン
ジ
ョ
コ
ダ
マ
と
は
、も
と
は
高

く
て
遠
い
と
こ
ろ
を
い
っ
た

　

建
物
の
屋
根
や
屋
根
裏
な
ど
最
も
高
い
と
こ
ろ
を
、
方
言
で
テ

ン
ジ
ョ
コ
ダ
マ
、
あ
る
い
は
テ
ン
ジ
ョ
ク
ダ
マ
な
ど
と
い
い
ま
す
。

五
、六
十
年
前
の
農
家
の
屋
根
は
ほ
と
ん
ど
が
ク
ズ
ヤ
ネ
（
麻
の

皮
を
は
ぎ
取
っ
た
殻か
ら

で
ふ
い
た
屋
根
）
で
し
た
。
麻
の
殻
を
用
い

て
ふ
い
た
の
で
オ
ガ
ラ
ヤ
ネ
と
も
い
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
麻

殻
で
ふ
い
た
屋
根
の
家
を
一
般
に
ク
ズ
ヤ
と
い
い
ま
す
。

　
「
ク
ズ
ヤ
は
ド
コ
ン
チ（
ど
の
家
）
だ
っ
て
、
エ
ロ
り（
い
ろ
り
）

で
モ
シ
キ（
た
き
ぎ
）を
燃
す
も
ン
だ
か
ら
、テ
ン
ジ
ョ
コ
ダ
マ
（
天

井
裏
）
は
煤す

す

け
て
ま
っ
黒
だ
よ
」

　

建
物
ば
か
り
で
な
く
、
樹
木
の
て
っ
ぺ
ん
・
山
の
て
っ
ぺ
ん
・

頭
の
て
っ
ぺ
ん
な
ど
高
い
と
こ
ろ
は
み
ん
な
テ
ン
ジ
ョ
コ（
ク
）ダ

マ
と
い
い
ま
す
。

　
「
頭
の
テ
ン
ジ
ョ
ク
ダ
マ
に
、
ご
み
が
く
っ
付
い
て
ッ
カ
ン
ネ

（
い
る
よ
）」

　
「
猿
が
畑
の
作
物
を
食
べ
荒
ら
し
て
シ
ャ
ー
ネ（
仕
様
が
な
い
）

か
ら
、
石
ッ
コ
を
ブ
ン
ナ
ゲ
て
オ
ッ
ト
バ
シ（
追
い
払
っ
）た
ら
、

ト
ー
ナ
ス（
か
ぼ
ち
ゃ
）か
か
え
て
、
木
の
テ
ン
ジ
ョ
ク
ダ
マ
へ
す

る
す
る
っ
て
登
っ
て
ッ
チ
ャ
ッ
タ
よ
」

　

空
や
天
の
よ
う
に
高
い
と
こ
ろ
や
遠
い
と
こ
ろ
を
、
昔
は

「
天て
ん
じ
く竺
」と
い
い
ま
し
た
。
こ
の
「
て
ん
じ
く
」
が
訛な
ま

っ
て
テ
ン
ジ
ョ

コ（
ク
）に
な
り
、
こ
れ
に
方
向
を
表
す
ダ
マ（「
ざ
ま
」の
変
化
語
）

が
付
い
て
、
テ
ン
ジ
ョ
コ（
ク
）ダ
マ
と
な
り
ま
し
た
。
テ
ン
ジ
ョ

コ（
ク
）ダ
マ
が
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
た
の
は
、
昭
和
初
期
頃
ま

で
で
、
今
で
は
高
齢
者
を
の
ぞ
い
て
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

佐
野
ブ
ラ
ン
ド
姫
に
就
任

　

本
市
で
は
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
各
界

で
活
躍
し
て
い
る
女
性
を
「
佐
野
ブ
ラ
ン

ド
姫
」
に
委
嘱
し
、
市
お
よ
び
佐
野
ブ
ラ

ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
今
年
２
月
に
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
姫
に

就
任
し
た
福
士
奈
央
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

本
市
出
身
の
福
士
さ
ん
は
現
在
15
歳
。

大
人
気
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｓ
Ｋ
Ｅ

48
」
の
チ
ー
ム
Ｅ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

福
士
さ
ん
は
小
さ
い
頃
か
ら
Ｓ
Ｋ
Ｅ
48

の
大
フ
ァ
ン
で
し
た
。「
い
つ
か
自
分
も
メ

ン
バ
ー
に
な
り
た
い
」
と
志
す
よ
う
に
な

り
、
先
輩
メ
ン
バ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
徹
底
的
に
研
究
し
て
、
歌
や
ダ
ン
ス
の

練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

厳
し
い
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
や
審
査
を
経

て
、
見
事
、
Ｓ
Ｋ
Ｅ
48
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

た
福
士
さ
ん
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
動
す
る
に
あ
た
り
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力

が
必
要
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も「
好

き
で
や
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
全
て
に

感
謝
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ン
の

皆
さ
ん
の
応
援
も
大
き
な
支
え
で
す
」
と

福
士
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

本
格
的
に
芸
能
活
動
に
専
念
す
る
た
め

○プロフィール

１９９９年４月２３日生まれの１５歳。２０１３

年１１月に行われた「第１回ＡＫＢ４８グルー

プ ドラフト会議」で名古屋・栄を拠点に活

動しているアイドルグループＳＫＥ４８・チー

ムＥに指名され、現在、同グループで活動中。

佐野ブランド姫・ＳＫＥ４８メンバー

福
ふ く し

士 奈
な お

央 さん
（佐野市出身）

佐
野
市
を
離
れ
た
福
士
さ
ん
で
す
が
、
故

郷
を
愛
す
る
気
持
ち
は
今
も
変
わ
っ
て
い

な
い
そ
う
で
す
。「
佐
野
ら
ー
め
ん
も
い
も

フ
ラ
イ
も
、
さ
の
ま
る
も
、
み
ん
な
大
好

き
で
す
！
た
ま
に
帰
り
た
い
な
ぁ
、
と
思

う
時
も
あ
る
け
ど
、
名
古
屋
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
！
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
地
元
愛
で
い
っ
ぱ
い
な
福
士
さ

ん
。
今
後
は「
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
姫
」と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

ご
協
力
い
た
だ
く
ほ
か
、
市
と
し
て
も
、

福
士
さ
ん
の
活
動
を
応
援
し
、
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
福
士
さ
ん
か
ら
市
民
の
皆
さ

ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
度
、
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
姫
に
就
任

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
佐
野
市
の
魅
力

を
全
国
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
！
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！
」

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
福
士
さ
ん
へ

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐野ブランド姫就任発表
セレモニーに登場した
福士さん

©ＡＫＳ
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平成２７年度　会計別当初予算
会計 本年度予算額 対前年度伸率

一般会計 ４６７億円 △７．８％

特別会計

国民健康保険事業（事業勘定） １５４億４，４２０万円 １０．４％

国民健康保険事業（直営診療施設勘定） ３億１，３２０万円 △２．６％

公共下水道事業 ３５億４，２１０万円 △５０．０％

農業集落排水事業 １億７，１７０万円 ３．３％

自家用有償バス事業 １億７，８４０万円 ２８．９％

介護保険事業（保険事業勘定） １０５億２，６９０万円 ９．１％

介護保険事業（介護サービス事業勘定） ６，７３０万円 ４２．９％

後期高齢者医療 １２億２，１６０万円 △１．３％

佐野田沼インター産業団地造成事業 １億２，６４０万円 △３９．９％

西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業 １億６，８４０万円 △７．９％

水道事業
会計

収益的収入 ２３億６，１８３万７千円 △３．０％

収益的支出 ２１億３，５１４万６千円 △５．１％

資本的収入 ７億５，８５３万６千円 ６４．４％

資本的支出 ２０億１，３７９万円 ５４．５％

病院事業
会計

収益的収入 ８億１，１６４万４千円 △１８．３％

収益的支出 ８億１，１６４万４千円 △１８．３％

資本的収入 １億４，５１５万２千円 １．０％
資本的支出 ２億２，８８８万５千円 △３０．４％

一般会計

歳
出

民生費
15,831,883
（33.9％）

衛生費
4,140,259（8.9％）

総務費
5,486,815
（11.7％）

  公債費
5,383,280
（11.5％）

土木費
4,566,156（9.8％）

教育費
4,399,638（9.4％）

商工費
3,351,614（7.2％）

消防費 2,371,483（5.1％）
その他 1,168,872（2.5％）

歳 出
46,700,000
（単位：千円）

一般会計

歳
入

歳 入
46,700,000
（単位：千円）

諸収入
3,825,000
（8.2％）

地方消費税交付金 2,110,000（4.5％）
繰入金 1,854,863（4.0％）

市税
16,905,477
（36.2％）

国県支出金
8,152,342
（17.5％）

地方交付税
7,050,000
（15.1％）

市債
4,168,400
（8.9％）

その他 2,633,918（5.6％）

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
４
６
７
億
円
で
あ
り
、
平
成
26
年
度
と
の
比
較
で
は
、

39
億
６
千
万
円
減（
７
・
８
％
減
）で
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
病
院
事
業
会
計
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
２７
年
度
の
当
初
予
算

■
問
合
せ　

財
政
課

　
　
　
　
　

☎
（２０）
３
０
０
３
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事業名 予算額

道路構造物定期保守点検事業 ４，９１０万７千円

防災対策事業 ７９２万８千円

消防本部庁舎建設事業　 ８億８，２７５万６千円

消防団車両デジタル無線受令機整備事業 ４，０１４万６千円

都市計画道路３・５・２１２号
奈良渕堀米線整備事業 ２，４００万円

東部幹線整備促進事業　 ７，６９４万２千円

市道５７号線周辺整備調査事業　 ８３６万２千円

まちなかにぎわい空間整備事業 ３，７６１万７千円

都市計画道路３・４・２０１号
高砂植下線整備事業 １億１，７９３万円

有償バス購入事業　 ２，０９８万３千円

公営住宅ストック総合改善事業　 ２億１，６１０万円

市道界２３３号線外道路改良事業 ８９０万円

田沼地区地域排水整備事業　　　 ５，５００万円

田沼本町地区排水路改修事業 １，０００万円

（仮称）高萩中央公園整備事業　 １億１，７９５万７千円

公園施設長寿命化事業　 ２，５２０万２千円

紫外線照射装置整備事業（大橋浄水場） ３億７，４４０万２千円

生活排水処理構想策定事業　 １，６００万円

下水道管路長寿命化事業 ６，０００万円

公用車電気自動車導入事業 ３０７万３千円

事業名 予算額

ロタウイルスワクチン接種事業 １，２３０万円

乳幼児・児童生徒予防接種事業 ２億４，４１５万５千円

高齢者予防接種事業 ７，１２９万７千円

母子家庭等自立支援給付金給付事業 ６００万円

子育て世帯臨時特例給付金給付事業 ５，２９１万円

特定保育施設等給付事業 ８億１，６１９万５千円

地域子ども・子育て支援事業  ６，９１４万１千円

（仮称）よねやま保育園建設事業  ６，０４１万２千円

（仮称）高萩・若宮統合保育園建設事業 ７７７万７千円

こどもクラブ施設整備事業　 ３億４，５８５万７千円

放課後児童健全育成事業 １億３，４４７万５千円

特定教育施設給付事業　 １億７，５８６万４千円

茂呂山老人福祉センター耐震補強事業 ２６７万１千円

居宅介護サービス給付費 ３８億９，５１３万２千円

認知症地域支援推進員等設置事業　　 ２６９万５千円

介護給付事業 １５億８，９９５万２千円

訓練等給付事業 ３億９，４６０万６千円

臨時福祉給付金給付事業　 １億５，３８７万１千円

自立相談支援事業 １，６００万円

●乳幼児の急性重症胃腸炎の主原因

　となるロタウイルスの感染予防や

　感染による重症化を防ぐため、ロ

　タウイルスワクチン接種費の一部

　助成を行います。

●こどもクラブの施設整備を行い、

　小学６年生までの受け入れやこど

　もクラブ未設置校および大規模ク

　ラブへの対応を図ります。

●老朽化保育園の解消と多様化する

　保育ニーズに対応するため、よね

　やま保育園と（仮称）高萩・若宮統

　合保育園の整備を行います。

●自立相談支援事業について、生活

　が困窮する方の困窮状態からの早

　期脱却を支援し、生活保護に至る

　前での早期自立を促進します。

●
消
防
本
部
庁
舎
の
建
設
お
よ
び
消
防
無

　
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
消
防
団
車
両

　
へ
の
デ
ジ
タ
ル
無
線
受
令
機
の
整
備
に

　
よ
り
、
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
消
防
・

　
防
災
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

●
都
市
計
画
道
路
高
砂
植
下
線
の
歩
道
整

　
備
お
よ
び
道
路
拡
幅
、
沿
線
に
ポ
ケ
ッ

　
ト
パ
ー
ク
な
ど
の
整
備
を
行
い
、
道
路

　
環
境
の
改
善
お
よ
び
中
心
市
街
地
の
に

　
ぎ
わ
い
創
出
を
図
り
ま
す
。

●
新
都
市
地
区
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し

　
て
防
災
機
能
も
備
え
た（
仮
称
）高
萩
中

　
央
公
園
を
整
備
し
、
快
適
で
質
の
高
い

　
住
環
境
を
創
出
し
ま
す
。

●
下
水
道
管
路
長
寿
命
化
事
業
に
お
い
て

　
改
築
・
修
繕
に
よ
る
管
路
の
長
寿
命
化

　
を
図
り
、
事
故
の
発
生
や
機
能
停
止
の

　
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

やさしくふれあいのある健康福祉づくり

地域の特色を活かした快適なまちづくり
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事業名 予算額

多面的機能支払交付事業 ４，３７３万９千円

農地整備地形図作成事業 ４６２万６千円

農地整備経営体育成促進換地等調整事業 ５６６万８千円

「佐野暮らし」のすすめ推進事業 ３００万円

市道木浦原大荷場線道路改良事業 １，０００万円

中小企業融資預託事業 １６億３，０８４万５千円

緊急特別支援資金融資預託事業 １１億６，２００万円

企業立地支援事業 １億円

佐野田沼インター周辺公共施設整備事業 １，１９８万５千円

佐野田沼インター産業団地造成事業 ４，２２６万３千円

西浦・黒袴第二工区公共施設整備事業 ２億１５１万４千円

西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業 １億４，５３７万２千円

産業用地分譲促進事業 １，６９４万３千円

出流原ＰＡ周辺総合物流開発整備調査事業 ８４２万４千円

出流原ＰＡスマートインターチェンジ推進事業 １，０００万円

インランドポート整備事業 ３，３５２万２千円

観光施設改修事業 ７２９万４千円

さのまるプロモート事業 １，６２１万３千円

シティプロモーション情報発信事業 ８３７万４千円

シティプロモーション推進体制整備事業 ８４万９千円

事業名 予算額

地域おこし協力隊員設置事業 ３６１万７千円

自治基本条例制定事業 ６９万４千円

市有施設のあり方に関する基本
方針策定事業 ６０１万５千円

社会保障・税番号制度構築事業 １億１，３２６万９千円

（仮称）葛生行政センター整備
事業 １億６，１５５万６千円

田沼庁舎新館改修事業 ５，１１４万円

新庁舎建設事業 ２億８，８８０万６千円

定住自立圏構想推進事業 ５万円

●人口減少および高齢化が進む区域での地

　域活動を行う地域おこし協力隊員を三大

　都市圏などから誘致し、地域力の維持お

　よび強化、隊員の定住化を図ります。

●葛生地区の拠点施設として、窓口機能や

　図書館機能を併せ持つ（仮称）葛生行政セ

　ンターの建設工事に着手します。

●（仮称）田沼行政センターとして活用する

　ため田沼庁舎新館を大規模改修し、新庁

　舎完成後の地域住民の皆さんの身近な市

　民サービスの提供および効率的・効果的

　な行政経営を推進します。

●
佐
野
田
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
内
へ
の
佐
野
イ

　
ン
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
の
整
備
、
出
流
原
パ
ー
キ
ン

　
グ
エ
リ
ア
周
辺
の
総
合
物
流
拠
点
の
開
発
・
整

　
備
に
向
け
た
調
査
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

　
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
検
討
を
行
い
、
高
速
道
路
交

　
通
の
要
衝
と
し
て
の
立
地
条
件
を
活
か
し
た
活

　
力
あ
る
産
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

　
目
指
し
ま
す
。

●
産
業
団
地
の
早
期
分
譲
に
向
け
て
、
佐
野
田
沼

　
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
と
西
浦
・
黒
袴
第
二
工
区

　
産
業
団
地
の
造
成
な
ど
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

●『
さ
の
ま
る
』
を
活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

　
シ
ョ
ン
を
市
民
・
企
業
・
団
体
な
ど
と
一
体
で

　
推
進
し
、
市
の
認
知
度
向
上
と
交
流
人
口
の
増

　
加
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
郷
土
愛
の
醸
成
と
地
域

　
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

市民みんなでつくる夢のあるまちづくり

魅力と活力ある産業づくり

●効率的な行政経営の要であり、市民の皆さんの安全・

　安心な暮らしを支える拠点である新庁舎について、平

　成２７年１１月の開庁を目指します。

さのまるを活用してのシティプロモーションの
推進



KOUHOU SANO
H27.4

07

事業名 予算額

さわやか教育指導員配置事業 ８，０９５万円

さわやか健康指導員配置事業 ９６８万１千円

小学校屋内運動場耐震補強事業 １億１，７０３万円

小学校教育備品整備事業 １，８９８万３千円

中学校校舎耐震補強事業 ７，４４７万１千円

中学校屋内運動場耐震補強事業 ４，２５１万円

小中学校適正配置推進事業 ４３万１千円

作原野外活動施設改修事業 １，４５９万５千円

田沼中央公民館改修事業 １億４，７４１万３千円

唐沢山城跡保存整備事業 １，５４７万３千円

佐野・芦屋文化交流事業 ５４万９千円

文化会館施設・設備改修事業 ７，５４０万円

佐野市スポーツ賞表彰事業 ２万６千円

運動公園陸上競技場スタンド等
改修事業 ８３５万円

葛生武道館改修事業 ２００万円

旧田沼高校クリケット等球技場
設備整備事業 ６００万円

スポーツツーリズムパイオニア事業 １００万６千円

スポーツボランティア育成事業 １２万６千円

●
校
舎
、
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
の

　
完
了
や
教
育
備
品（
机
・
椅
子
）の
整

　
備
を
進
め
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境

　
の
改
善
や
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
未
来
を
支
え
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の

　
た
め
に
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整

　
備
す
る
た
め
、
対
象
区
域
の
住
民
の

　
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
実
施

　
し
、
小
中
学
校
の
適
正
規
模
化
・
適

　
正
配
置
化
を
推
進
し
ま
す
。

豊かな心を育む教育・文化づくり

区分 予算額（千円） 構成比（％）

都市計画

事業費等

　街路　 １５１，５９８ ５．０ 

　公園 １８３，７９４ ６．１ 

　下水道 ３８，３５９ １．３ 

　その他 ９６，７３９ ３．２ 

　市街地開発事業 ２５１，１１６ ８．４ 

都市計画事業費　計 ７２１，６０６ ２４．０ 

土地区画整理事業費 ０ ０．０ 

市債償還額 ２，２８７，２７８ ７６．０ 

合　計 ３，００８，８８４ １００．０ 

財源内訳

都市計画税 １，１３５，３１６ ３７．７ 

国・県支出金 １０２，０００ ３．４ 

負担金その他 １１，９８５ ０．４ 

市債 ３７５，７００ １２．５ 

一般財源 １，３８３，８８３ ４６．０ 

合　計 ３，００８，８８４ １００．０ 

都
市
計
画
税
の
使
い
道
　
　

　
都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
行
う
都
市
計
画

事
業
や
、
土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
い
て
行
う
土
地
区
画
整
理

事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
当
初
予
算
の
状
況
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
安
全
・
安
心
・

　
快
適
な
利
用
環
境
を
提
供
す
る
た
め

　
田
沼
中
央
公
民
館
お
よ
び
文
化
会
館

　
の
施
設
・
設
備
の
大
規
模
改
修
に
よ

　
る
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

●
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
を
推
進
す
る
た

　
め
、
旧
田
沼
高
校
運
動
場
を
利
用
し

　
た
ク
リ
ケ
ッ
ト
等
球
技
場
を
整
備
し

　
ま
す
。

旧
田
沼
高
校
運
動
場

の
整
備

田
沼
中
央
公
民
館
の

改
修

唐
沢
山
城
跡
の
保
存

整
備
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●総合政策部

変更前 変更後

インランドポート
推進室

インランドポート
推進係

インランドポート
推進室

インランドポート
推進係
北関東自動車道
沿線開発推進係

※インランドポート推進室に北関東自動車道沿線開発推進係を新設します

●都市建設部

変更前 変更後

下水道課
監理係
公共下水道係
維持係

下水道課

監理係
公共下水道係
維持係
施設係

※下水道課に施設係を新設します

　なお下水道課は、広報さの３月号でお知らせしたとおり、４月１日（水）から「佐野

市水処理センター」（旧名・秋山川浄化センター、植下町）へ移転します。

●教育総務部

変更前 変更後

教育総務課
総務係
学校管理係
学校施設係

教育総務課
総務係
学校施設係
適正配置推進係

※教育総務課総務係に学校管理係を統合します

※教育総務課に適正配置推進係を新設します

●消防本部

変更前 変更後

総務課 総務係 総務課
総務係
施設装備係

警防課
警防係
消防係

警防課
消防係
救急管理係

救急指導課 救急指導係 廃止

予防課
予防係
指導係
危険物係

予防課
指導係
危険物係

※警防課から総務課へ警防係を移管し、施設装備係に名称変更します

※救急指導課から警防課へ救急指導係を移管し、救急管理係に名称変更したうえで、

　救急指導課を廃止します

※予防課予防係および指導係を統合し、指導係とします

●組織の廃止

　いきいき高齢課ねんりんピック係を事業終了にともない廃止します。

市
の
行
政
組
織
が
４
月
か
ら
一
部
変
更
に
な
り
ま
す 

　
効
率
的
な
行
政
経
営
を
行
う
た
め
、
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

　
■
問
合
せ　

行
政
経
営
課
☎

（２０）
３
０
０
５
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佐野市立小中学校適正規模・適正配置基本計画が決定されました

　教育委員会では、未来を担う子どもたちに望ましい教育環境の実現を図るため、「佐野市立小中学校

適正配置等検討委員会」からの答申を受け、「佐野市立小中学校適正規模・適正配置基本計画」の策定

を進めてきましたが、教育委員会定例会にて、本基本計画が決定されましたのでお知らせします。なお、

詳細は、お問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

　今後は基本計画を実施するためのより具体的な計画を策定していきます。

佐野市立小中学校適正規模・適正配置基本計画の概要

●前期計画（平成２６～３４年度）〔複式学級の解消を目的とします〕
施設一体型小中一貫校の設置

• 田沼西地区（平成３２年度開校）…次の小・中学校を統合します

田沼西中学校〔拠点校〕、戸奈良小学校、三好小学校、山形小学校、閑馬小学校、下彦間小学校、飛

駒小学校、田沼小学校のうち田沼西中学校通学区域（この区域は、当分の間、田沼小学校と小中一

貫校の選択を可能とします）

• 葛生地区（平成３４年度開校）…次の小・中学校を統合します

葛生中学校〔拠点校〕、常盤中学校、葛生小学校、葛生南小学校、常盤小学校、氷室小学校

複式学級解消に伴う統合

船津川小学校を平成２９年度に植野小学校と統合します。

●後期計画（平成３５年度～）〔全市的な適正規模・適正配置の実現を目的とします〕
• 赤見地区の施設一体型小中一貫校の設置…次の小・中学校を統合します

赤見中学校〔拠点校〕、赤見小学校、石塚小学校、出流原小学校

• 適正規模に満たない小・中学校の適正規模化

• 大規模校および市街部の小・中学校の、適正規模・適正配置を考慮した通学区域の見直し

【後期計画は前期計画後半に見直します】

■問合せ＝教育総務課☎（６１）１１７１

※小中一貫教育は、義務教育９年間を一体的にとらえ、子どもの成長と学習の連続性を重視した教育です

　そのなかでも、施設一体型小中一貫校は、最も効率の良い小中一貫教育の形態といわれています

佐野市営バス「足利線の変更」　

【変更点】　※４月５日（日）から

• 道路東側に「足利高校入口」バス停を新設し

ます。足利高校への到着が４分程度早くな

ります

• 道路西側の「足利高校東」バス停の名称を「足

利高校入口」に変更し、設置場所を移動しま

す

※「足利高校入口」バス停のご利用は、足利

線の１便と８便のみ可能です

■問合せ＝交通生活課☎（６１）１１５９

「足利高校入口」バス停付近拡大

足利女子
高校

「足利女子校前」
バス停

「足利女子校前」
バス停

足
利
線
運
行
ル
ー
ト

「足利高校
 入口」バス停
（新設）

「足利高校
 入口」バス停
（新設）

「足利高校入口」バス停
（名称及び位置の変更）
「足利高校入口」バス停
（名称及び位置の変更）

足利市民会館

足利市
総合運動場

足利市立
第二中学校

足利高校

「足利高校入口」
バス停（新設）
「足利高校入口」
バス停（新設）

「足利高校
 入口」
 バス停

「足利高校入口」
　　バス停

足利高校

「足利高校入口」バス停
（名称及び位置の変更）
「足利高校入口」バス停
（名称及び位置の変更）

佐野市営バス足利線バス停佐野市営バス足利線バス停
足利市生活路線バス・バス停

「足利高校東」バス停
　（既設）
「足利高校東」バス停
　（既設）

N
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避難行動要支援者避難支援制度について ■問合せ　社会福祉課☎（２０）３０２０

●避難行動要支援者避難支援制度とは？

　集中豪雨や地震などの災害が起こった時、要介護者や障がい者などの「避難行動要支援者（＝要支援

者）」は自力での避難が困難となります。こうした方々の被害を少しでも減らすため、要支援者として地

域に誰がいるかを把握し、誰が避難所まで誘導するかなどについて、あらかじめ地域住民の皆さんで決

めておいていただく「地域ぐるみの助け合い（共助）の制度」です。

●対象者は？

　在宅で生活している要介護者など次のいずれかに該当する方の中で、災害が起こった時、自力や家族

での支援では避難が困難となる方です。

①介護保険の要介護認定者（要介護３以上）、②身体障がい者（１・２級）、③知的障がい者（Ａ１・Ａ２・Ａ）、

④精神障がい者（１・２級）、⑤難病者（神経系）、⑥その他①～⑤以外で災害時の支援が必要な方

※以前の制度（災害時要援護者避難支援制度）では高齢者（年齢要件のみ）も対象となっていましたが、

　今回の制度では対象となっていません

【地域の方へのお願い】

　高齢者や要介護者、障がい者など、支援を求める人たちが安心して日常生活を送るために、身近な地

域の人たちによる支え合いは大切です。災害発生時では、支援を必要とする人が安全に避難するため、

身近な地域の人たちの支え合いがより重要なものとなってきます。

　ご近所で要支援者について支援の依頼があったときは、できる限り協力をお願いします。

制度の流れ



KOUHOU SANO
H27.4

11

平成２７年４月から生活困窮者自立支援法がスタート

自立相談支援事業 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【受託者：佐野市社会福祉協議会】
　経済的な問題で生活に困っている方、長く失業している方、引きこもりやニートで悩んでいる方、働

いた経験がなく不安な方など、これまで制度のはざまで支援を受けられなかった複合的な課題を抱えた

方にも対応していきます。

生活の困りごと、悩みはありませんか？お困りの方は、ひとりで悩まず、まず相談を

生活
お金も食べ物も底をついてしまった。身寄りもなくどうしたらよいかわからない。
悩みがあるがどこに相談したらよいかわからない。

仕事 仕事がなかなか決まらない。働きに出る自信がない、仕事が長続きしない。

家庭 家族が病気のため、仕事が続けられなくなってきた。

健康 心身に不調があって働けなくなり、これからの生活や治療費が心配。

将来 職にも就かず、外出もしない息子の将来が心配。

▲

相談できる方　（下記①～③のすべての条件に該当する方です）

①市内にお住まいの方

②さまざまな理由で経済的にお困りの方

③生活保護を受けていない方

▲

支援の流れ

　相談から就労や生活の安定・自立までを相談支援員がサポートします。

• 相談支援員が、お話をお聞きし、必要なサービスなどをご案内します

• 相談内容により、継続的な支援が必要であると判断した場合は、支援プランを作成します

• 支援プランは、自立生活に向けた就労支援や各種サービスの提供を計画するもので、このプランに基

づき、支援を行っていきます

■

問合せ　まずはお気軽にお電話ください　「相談無料」・「秘密厳守」

相談支援窓口：社会福祉協議会本所（総合福祉センター内）☎（２２）８１１３　

初期相談窓口：同会田沼支所（田沼中央公民館内）　　　　☎（６１）１１３９

　　　　　　　同会葛生支所（葛生あくと保健センター内）☎（８６）２９４０

（開設日時：月～金曜日午前８時３０分～午後５時１５分（土・日曜日、祝日、年末年始除く）

■問合せ　社会福祉課☎（２０）３０２０

住居確保給付金
　離職により生活に困って住宅を失った方、または住宅を失う恐れの高い方が、安定した就職活動がで

きるように、所得が一定水準以下の場合、期限付きで家賃相当額を支給します。

　※上記の「自立相談支援事業」で相談をお受けしています

■

問合せ　社会福祉課☎（２０）３０２０・社会福祉協議会本所☎（２２）８１１３

新設

新設

学習支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【受託者：社会福祉法人とちのみ会】
　経済的に厳しい生活困窮世帯のお子さんに、学ぶ機会を提供します。

▲

対象　中学１年生～３年生

■

問合せ　社会福祉課☎（２０）３０２０

新設
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佐野市障がい者福祉計画を策定しました　
　市では、「障害者基本法」および「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障

害者総合支援法）」に基づき、障がい者福祉計画を策定し、住み慣れた地域で安心して暮らせる共生社

会の実現をめざして施策の推進を図ってきました。

　障がい者の選択と自己決定を尊重し、社会の一員として地域で共に生きることを実現するために、平

成２７年度から２９年度までの３年間を期間とする第４期計画を策定しました。

 
○計画の基本理念・基本目標

▲

基本理念＝助け合い生きがいを実感できるまちづくり

▲

基本目標

１．支え合うまちづくりの推進

　障がい者が地域で生活するためには、家族の理解を得るのはもちろんのこと、周囲の人々にも障がい・

障がい者に対する正しい理解と権利擁護の推進、さまざまな地域福祉活動やボランティア活動の支援、

相談支援体制の充実を進めることが大切です。また、次世代を担う障がい児や障がい児者の家族を地域

で支え合うまちづくりを推進します。

２．日常生活支援の充実

　障がい者が住み慣れた地域で主体的に社会の一員として生活できるために、福祉サービスの利用支援

と質のさらなる向上、さまざまなニーズに配慮したサービスを充実させます。また、災害に対する備え

が充実した安全・安心なまちづくりを推進します。

３．社会参加を進める支援の充実

　障がい者が持てる力を発揮できる就労や教育の環境を整備するために、福祉の関係者だけではなく、

学校などの教育関係者や事業所などの労働関係者および医療関係者とも連携し、総合的な支援体制を構

築していきます。また、生活の充実を図るために、文化・スポーツ・レクリエーション活動といった余

暇活動を支援します。

 
○計画の体系
基本目標１　支え合うまちづくりの推進

　（１）障がい・障がい者に対する正しい理解と権利擁護の推進

　（２）地域福祉活動・ボランティア活動の支援

　（３）相談支援体制の充実

　（４）障がい児・家族支援の充実

基本目標２　日常生活支援の充実

　（１）サービスの利用支援と質のさらなる向上

　（２）さまざまなニーズに配慮したサービスの充実

　（３）安全・安心なまちづくりの推進

基本目標３　社会参加を進める支援の充実

　（１）雇用・労働施策と連携した総合的な支援

　（２）教育・学習に関する多様な支援の充実

　（３）文化・スポーツ・レクリエーション活動の促進

 
　目標年度を平成２９年度に設定し、障がい者の入所施設から地域生活への移行や就労支援も推進
します。

■問合せ＝障がい福祉課☎（２０）３０２５
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【助成内容】

コース 本人負担額 契約検診機関
Ａ １泊２日 ２１，９６０円 佐野厚生総合病院

佐野医師会病院
佐野市民病院

Ｂ 日帰り １４，０４０円
Ｃ 脳 １２，６００円
Ｄ １泊２日＋脳 ２９，１６０円 佐野医師会病院

佐野市民病院Ｅ 日帰り＋脳 ２１，２４０円
Ｆ 歯科 １，２００円 佐野歯科医師会

・事前の申し込みが必要です。

・委託検診機関での検診費用の３分の２を助成

・Ａ～Ｅコースのうち、１年度につき１回のみ助成

・歯科検診（Ｆ）は他のコースと重複して受診可

【
注
意
点
】

●
佐
野
厚
生
総
合
病
院
の
胃
の
検
査
は
、
基
本

的
に
バ
リ
ウ
ム
と
な
り
ま
す
。
胃
カ
メ
ラ
は
人

数
制
限
が
あ
り
ま
す

●
佐
野
市
民
病
院
の
日
帰
り
コ
ー
ス
は
子
宮
が

ん
検
査
の
み
後
日
の
来
院
と
な
り
ま
す
。
日
帰

り
＋
脳
コ
ー
ス
は
子
宮
が
ん
検
査
・
脳
外
科
診

察
は
後
日
の
来
院
と
な
り
ま
す

●
医
師
会
病
院
で
胃
カ
メ
ラ
検
査
を
行
う
と
、

本
人
負
担
額
が
１
０
８
０
円
増
額
と
な
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
人
間

ド
ッ
ク
検
診
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者

・
平
成
26
年
度
以
前
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
方

・
平
成
27
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
健

康
診
査
を
受
診
し
な
い
方

・
平
成
27
年
度
に
他
の
制
度
の
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な
い
方

・
健
康
診
査
に
相
当
す
る
検
査
結
果
を

市
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
方

【注意点】　

　①市民病院のＡ・Ｄコースは、受診日の時点で８６歳以上の方は２日間コースになります

　②市民病院の日帰りコースは子宮がん検査のみ後日の来院となります

　③市民病院の日帰り＋脳コースは、子宮がん検査、脳外科診察は後日の来院となります

　④医師会病院で胃カメラ検査を行うと本人負担額が１，０８０円増額となります

国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
・
歯
科
検
診

　

多
く
の
生
活
習
慣
病
は
、
進
行
す
る
ま
で

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
疾
病
の
早
期
発

見
に
人
間
ド
ッ
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【助成内容】

コース 本人負担額 契約検診機関
Ａ １泊２日 ２１，９６０円

佐野医師会病院
佐野市民病院

Ｂ 日帰り １４，０４０円

Ｃ 脳 １２，６００円

Ｄ １泊２日＋脳 ２９，１６０円

Ｅ 日帰り＋脳 ２１，２４０円

・事前の申し込みが必要です

・委託検診機関での検診費用の３分の２を助成

・Ａ～Ｅコースのうち、１年度につき１回のみ助成

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク

▼
助
成
対
象
者

・
平
成
26
年
度
以
前
の
国
保
税
を
完
納
し
て

い
る
世
帯
の
方

・
平
成
27
年
度
の
国
保
の
特
定
健
診
を
受
診

し
な
い
方
（
歯
科
検
診
﹇
Ｆ
コ
ー
ス
﹈
は
除

く
）

・
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
検
診
を
受
け
る
と
き

に
満
30
歳
か
ら
満
74
歳
ま
で
の
方

・
特
定
健
診
に
相
当
す
る
検
査
結
果
を
市
に

提
供
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
方
（
満
40
歳
以

上
の
方
）

▲

申込　１２月１８日（金）まで　※電話申し込みは不可

受付開始日時 受付場所 受付医療機関

４月１７日（金）午前９時～午後５時
※勤労者会館は３時まで
　３時以降は、いきいき高齢課へ

勤労者会館
田沼・葛生の総合窓口課 佐野医師会病院

佐野市民病院
４月２０日（月）以降 
午前９時～午後５時

いきいき高齢課
田沼・葛生の総合窓口課

○保険証、印かん（朱肉を使うもの）、委任状（代理の方が申請する場合）をお持ちください。

▲

申込　１２月１８日（金）まで　※電話申し込みは不可

受付開始日時 受付場所 受付医療機関

４月１６日（木） 
午前９時～午後３時

勤労者会館 佐野厚生総合病院

４月１７日（金） 
午前９時～午後５時
※勤労者会館は３時まで
　３時以降、医療保険課へ

勤労者会館
田沼・葛生の総合窓口課

佐野厚生総合病院
佐野医師会病院
佐野市民病院

４月２０日（月）以降 
午前９時～午後５時

医療保険課
田沼・葛生の総合窓口課

○保険証、印かん（朱肉を使うもの）、委任状（別世帯の方が代理で申

　請する場合）をお持ちください。

■
問
合
せ
＝
い
き
い
き
高
齢
課

　
　
　
　
　
　

☎
（２０）
３
０
２
１

■
問
合
せ
＝
医
療
保
険
課

　
　
　
　
　

☎
（２０）
３
０
２
４
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２０日（月）

午前９時３０分～１０時１５分 出流原町公民館
午前１０時４５分～１１時４５分 赤見地区公民館
午後１時１５分～１時４５分 上石塚公民館
午後２時～２時３０分 下石塚公民館

２１日（火）
午前９時３０分～１０時 下富士町公民館
午前１０時２０分～１１時５０分 犬伏地区公民館
午後１時２０分～２時５０分 城北地区公民館

２２日（水）
午前９時３０分～１０時１５分 菊川町公民館
午前１０時４５分～１１時４５分 旗川地区公民館
午後１時１５分～２時３０分 郷土博物館北西

２３日（木）

午前９時３０分～１０時１０分 下羽田町公民館
午前１０時３０分～１１時３０分 吾妻地区公民館
午後１時～１時３０分 田島町公民館
午後１時５０分～３時２０分 植野地区公民館

２４日（金）

午前９時３０分～１０時 伊勢山町公民館
午前１０時３０分～１２時 界地区公民館
午後１時３０分～２時 伊保内町公民館
午後２時２０分～２時５０分 船津川中央公民館

２６日（日）
午前９時３０分～１１時３０分 郷土博物館駐車場
午後１時～３時 勤労者会館東側駐車場

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
お
知
ら
せ

　

犬
の
飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
日
程
表
を
よ

く
確
認
し
て
、
都
合
の
良
い
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
飼
い
主
の
方
へ
は
、
お
知
ら
せ
の
は
が
き
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
そ
の
は
が
き
を
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

各
会
場
で
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
料
金　

注
射
料
金
…
１
頭
に
つ
き
３
５
０
０
円

　
　
　
　

登
録
料
金
…
１
頭
に
つ
き
３
０
０
０
円
（
犬
の
生
涯
に
１
回
）

　

※
動
物
病
院
で
注
射
を
す
る
場
合
は
、
注
射
料
金
が
異
な
り
ま
す

■問合せ　環境政策課

　　　　　☎（６１）１１５５

※各会場、開催は４月中です

ペ
ッ
ト
は
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

• 

ふ
ん
の
後
始
末
は
飼
い
主
が
し
て
く
だ
さ
い
（
守
ら
れ
な
い
場
合
は
、

条
例
に
よ
り
３
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
）

• 

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
散
歩
の
時
も
常
に
リ
ー
ド

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
！

• 

鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
は
首
輪
な
ど
に
つ
け
て
く
だ
さ
い

※
４
月
よ
り
犬
鑑
札
お
よ
び
注
射
済
票
の
様
式
を
写
真
の
と
お
り
変
更

し
ま
す

２０日（月）

午前９時３０分～１０時 飛駒三区集会所
午前１０時２０分～１０時５０分 飛駒地区活性化センター
午前１１時２０分～１１時５０分 下彦間集落センター
午後１時２０分～１時５０分 新合センター
午後２時１０分～２時４０分 山園地区コミュニティセンター
午後３時～３時３０分 戸奈良地区コミュニティセンター

２２日（水）

午前９時３０分～１０時 田沼南部地区公民館
午前１０時２０分～１１時 新吉水地区コミュニティセンター
午前１１時２０分～１２時 栃本地区コミュニティセンター
午後１時３０分～２時 山越区民会館
午後２時２０分～３時 多田　玉林寺

２４日（金）

午前９時３０分～１０時 作原センター
午前１０時２０分～１０時５０分 白岩センター
午前１１時１０分～１１時３０分 長谷場公民館
午後１時～１時３０分 船越北部集落センター
午後１時５０分～２時２０分 戸室公民館

２６日（日）
午前９時００分～１０時１０分 市役所田沼庁舎本館前
午前１０時３０分～１１時３０分 田沼小学校東側駐車場

２１日（火）

午前９時３０分～９時５０分 秋山生活改善センター
午前１０時２０分～１０時４０分 氷室地区公民館
午前１１時１０分～１１時４０分 柿平公民館
午後１時１０分～１時４０分 上牧集落センター
午後２時～２時３０分 下牧農村生活センター

２３日（木）

午前９時３０分～９時５０分 仙波高齢者センター
午前１０時２０分～１０時５０分 常盤地区公民館
午前１１時２０分～１１時５０分 松井町公民館
午後１時２０分～１時５０分 会沢第２公民館
午後２時２０分～２時５０分 中公民館

２６日（日）午後１時～３時 吉澤記念美術館東側駐車場
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市有地を売却します　　　　　　　　　　■問合せ　財産管理課☎（２０）３０５０
　市では、公共的に利用計画のない市有地について、次のとおり、一般競争入札による売却を行います。

　入札に参加される方には、土地に関する情報および入札方法を説明しますので、現地説明会にご参加

ください。ご都合のつかない場合は、財産管理課へご連絡ください。

▲

申込および入札保証金納付期間＝４月１日（水）午前９時～５月８日（金）午後５時（必着）

▲

説明会日時＝下表のとおり

▲

入札日時＝５月２０日（水）午前１０時～（受付は午前９時～９時５０分）　

▲

入札会場＝東仮庁舎議会棟１階会議室１

▲

申込＝所定の様式により、直接または郵送（簡易書留で申込締切日の消印有効）で、財産管理課へ

　（郵送）〒３２７－８５０１　財産管理課管財係（住所不要）

　（事務所所在地）浅沼町５７３番地９　人材育成センター２階

　※申込期間中に指定口座に入札保証金をお振り込みください

▲

入札予定物件

物件番号 ２７－１ ２７－２ ２７－３

所在 高萩町１３０２－２ 高萩町１３０２－１１ 葛生東一丁目２６５０－５

公簿地目 宅地 宅地 宅地

実測地積
２５６．９１㎡
（約７８坪）

２５６．９３㎡
（約７８坪）

１，１７９．２６㎡
（約３５７坪）

予定価格
（最低売却価格）

８，７３４，０００円 ８，７３５，０００円 １１，６９８，０００円

現地説明会日時 ４月１５日（水）午前９時～１０時 同日午前１０時３０分～１１時３０分

▲

随時受付中の物件　次の物件は、先着順により随時売却を行っています。

　お問い合わせの時点で売却済みの場合もありますので、ご了承ください。

物件番号 １３ １５ １７ ２１

所在 田沼町１８０３－５ 田沼町１８１０－３ 田沼町１８１１－２ 田沼町１８２５－１３

公簿地目 宅地 宅地 宅地 宅地

実測地積
１９０．２５㎡
（約５８坪）

２８１．６０㎡
（約８５坪）

４０３．６８㎡
（約１２２坪）

２４０．４３㎡
（約７３坪）

売却価格 ５，３２７，０００円 ７，１２４，０００円 ９，５６７，０００円 ６，０８２，０００円

２２ ２５ ２７ ２８ ２９

田沼町１８３３－２ 田沼町１８３６－１ 田沼町１８２６－５ 田沼町１８３６－５ 田沼町１８３６－６

宅地 宅地 宅地 宅地 宅地

２５３．４１㎡
（約７７坪）

２１１．９５㎡
（約６４坪）

２５４．８２㎡
（約７７坪）

２５４．８８㎡
（約７７坪）

２２８．５６㎡
（約６９坪）

６，８１６，０００円 ５，４２５，０００円 ６，０３９，０００円 ７，３９１，０００円 ５，７８２，０００円

２５－５ ２５－６ ２５－７

赤見町１２１９－２１ 田沼町６６－１ 田沼町１１４－５

宅地 雑種地 山林

４６５．３１㎡
（約１４１坪）

４２２．１１㎡
（約１２８坪）

３５９．９８㎡
（約１０９坪）

６，４２２，０００円 ９，２４８，０００円 ９，２７０，０００円
 ※詳しくは市ホームページ（行政情報

－市有財産の売払い）をご覧ください



KOUHOU SANO
H27.4

16

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら

せ
　

申
込
・
問
合
せ
は
、
健
康
増
進

課
☎
（２４）
５
７
７
０
へ

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
設
置
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い

　

心
肺
停
止
な
ど
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必

要
と
な
っ
た
と
き
に
、
事
業
所
の

協
力
の
も
と
、
近
隣
住
民
な
ど
に

も
利
用
が
可
能
で
あ
る
施
設
や
事

業
所
名
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、
公

開
を
了
承
し
て
い
た
だ
け
る
事
業

所
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

　

各
種
団
体
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
す
る
場
合
に
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
条
件
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

一
部
公
費
負
担
し
ま
す

▼
対
象
＝
佐
野
市
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
次
の
方

①
平
成
27
年
４
月
２
日
～
28
年
４

月
１
日
の
間
に
、
65
・
70
・
75
・

さ
ん　

▼
接
種
方
法
＝
市
内
の
協
力
医
療

機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
事
前
に

予
約
を
し
て
か
ら
母
子
健
康
手
帳

を
持
っ
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

予
診
票
は
医
療
機
関
で
お
配
り
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
対
象
と

な
る
方
は
郵
送
し
ま
す
。

▼
助
成
額
＝
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
（
１

価
）
７
５
０
０
円
を
２
回
、
ロ
タ

テ
ッ
ク（
５
価
）５
千
円
を
３
回

※
接
種
費
用
か
ら
助
成
額
を
差
し

引
い
た
額
を
医
療
機
関
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

５
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
日

程
に
つ
い
て
都
合
が
悪
い
場
合

や
、
会
場
の
変
更
希
望
な
ど
が
あ

れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う 

　

か
か
り
つ
け
医
は
、
患
者
さ
ん

の
生
活
習
慣
、
病
歴
な
ど
を
把
握

し
て
い
る
の
で
、
病
気
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
で
き
ま
す
。

　

需
要
が
多
い
救
急
医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
で

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

で
３
回
接
種
、
９
歳
～
13
歳
未
満

に
１
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
平

成
７
年
４
月
２
日
～
19
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
は
、
特
例
対
象
者

と
し
て
、
19
歳
ま
で
は
合
計
４
件
・

無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
で
過
去
の
接
種

回
数
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
方
法
＝

　

市
の
協
力
医
療
機
関
に
事
前
に

予
約
し
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

の
う
え
、
体
調
の
良
い
時
に
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
は
医
療

機
関
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期
】

　

年
長
児
（
平
成
21
年
４
月
２
日

～
22
年
４
月
１
日
生
）
の
方
に
案

内
を
送
り
ま
す
。
事
前
に
予
約
を

し
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
持
っ
て

受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）】
小
学
校
６
年
生
の
方
に

予
診
票
と
接
種
済
証
を
同
封
し
て

送
り
ま
す
。
当
日
は
同
封
し
た
書

類
と
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
４
月
１
日
か
ら
お
子
さ
ん
の
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

▼
対
象
＝
生
後
６
週
～
24
週
（
ロ

タ
テ
ッ
ク
の
場
合
32
週
）
の
お
子

健
康
福
祉

80
・
85
・
90
・
95
・
100
歳
に
な
る

方※
対
象
年
齢
の
方
に
は
５
月
上
旬

ま
で
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す

②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

身
体
障
害
１
級
相
当
の
障
が
い
の

あ
る
方
（
医
療
機
関
窓
口
に
て
身

体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
医
師
の

診
断
書
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▼
自
己
負
担
金
＝
４
千
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
（
医

療
機
関
に
受
給
者
証
明
書
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
）

▼
助
成
期
間
＝
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
（
受
診
券
が
お
手
元
に
届

き
次
第
、
接
種
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
４
月
中
に
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

▼
接
種
回
数
＝
生
涯
に
１
回
限
り

▼
接
種
医
療
機
関
＝
市
内
の
協
力

医
療
機
関
（
予
約
時
、
医
療
機
関

窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

※
他
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
は
、
接
種
前
に
申
請
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う

【
日
本
脳
炎
】
３
歳
～
７
歳
半
ま

＊ 「障がい者手帳」をお持ちの方
＊ 提供する作業を行うことが出来る方
＊ 学校を卒業して就労を希望するが、就労に必要
 な体力や知力、経験に自信のない方
＊ 就労の経験はあるが様々な理由で離職したため、
 再度就労に向けて体力や能力を高めたい方

＊
＊
＊

＊

利用
対象者
利用
対象者

就労継続支援B型事業

ご
連
絡
頂
け
れ
ば

　
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。佐野市石塚町1296-3　TEL 0283-55-0026

利
用
者
募
集
！！
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も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
時
間
＝
休
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１

時
30
分
は
除
く
）、
夜
間
午
後
７

時
30
分
～
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所
☎
（２４）
７
５
７

５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～

正
午（
日
曜
・
祝
日
の
み
）

市
民
病
院
の
市
民
講
座

●
統
合
失
調
症
に
つ
い
て

　
統
合
失
調
症
の
人
の
実
際
は
、

世
間
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
と
こ
ろ

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
統
合
失

調
症
の
人
た
ち
と
、
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
４
月
24
日
（金）
午
後
４
時

～
５
時　

▼
会
場
＝
同
院
Ａ
棟
５
階
研
修
室

▼
講
師
＝
坂
元
伸
吾
さ
ん（
当
院

非
常
勤
心
療
内
科
医
師
）

▼
定
員
＝
先
着
40
人（
無
料
）

■
申
込
＝
地
域
医
療
連
携
室
☎
（６２）

９
０
２
４

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

募

集

　

「
募
集
の
ご
案
内
」
を
必
ず
ご

確
認
の
う
え
、
指
定
管
理
者
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
＝
４
月
１
日
（水）
～
９

月
30
日
（水）

■
問
合
せ
＝
同
管
理
者
☎
（２１）
６
０

０
６

●
特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
西
原
住
宅
）

　
葛
生
の
中
町
に
あ
る
中
堅
所

得
者
（
所
得
が
月
額
15
万
８
千
円

以
上
48
万
７
千
円
以
下
の
方
）
向

け
に
、
市
が
建
設
し
た
住
宅
で
す
。

▼
募
集
住
宅
＝
西
原
住
宅
（
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
）
▼
完
成
年
度
・
構
造
＝
平

成
13
年
・
木
造
２
階
建

▼
家
賃
＝
月
６
万
２
千
円

※
専
用
駐
車
場
は
１
区
画
に
つ
き

月
３
０
８
０
円（
税
込
）。
１
区
画

に
２
台
分
駐
車
可
能
で
す

●
米
山
南
車
い
す
対
応
住
宅
　
　

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
常
時
車
い
す
を
使
用
す
る
方

い
る
世
帯
に
限
り
、
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
（
単
身
申
し
込
み

が
可
）。

▼
募
集
住
宅
＝
米
山
南
住
宅
（
２

Ｄ
Ｋ
）
▼
完
成
年
度
・
構
造
＝
昭

和
57
年
・
耐
火
４
階
建

▼
家
賃
＝
１
５
１
０
０
円
～
２
９

７
０
０
円
（
入
居
さ
れ
る
世
帯
の

収
入
に
よ
っ
て
決
定
）

佐
野
市
奨
学
生
の
追
加
募
集

▼
受
付
期
間
＝
４
月
６
日
（月）
～
20

日
（月）
　
▼
対
象
＝

①
高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
お

よ
び
専
修
学
校
の
高
等
課
程
を
含

む
）、大
学
（
短
期
大
学
お
よ
び
専

修
学
校
の
専
門
課
程
を
含
む
）
に

在
学
し
て
い
る
方
②
申
請
の
日
に

お
い
て
、
保
護
者
が
佐
野
市
に
１

年
以
上
住
所
を
有
す
る
方
③
経
済

的
な
理
由
で
修
学
困
難
な
方
で
修

学
意
欲
の
あ
る
方
④
確
実
な
連
帯

保
証
人
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

方
⑤
こ
の
奨
学
金
に
類
す
る
他
の

学
資
の
給
与
を
受
け
て
い
な
い
方

⑥
保
護
者
が
市
税
を
完
納
し
て
い

る
方　

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名

▼
申
込
＝
４
月
１
日
（水）
以
降
、
佐

野
・
葛
生
の
各
総
合
窓
口
課
、
教

育
総
務
課（
田
沼
庁
舎
本
館
２
階
）

で
お
配
り
す
る
要
項
を
ご
確
認
の

う
え
、
教
育
総
務
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（６１）
１
１
７
１

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

「
募
集
の
ご
案
内
」「
入
居
申
込

書
」
は
、
指
定
管
理
者
・
栃
木
セ

キ
ス
イ
ハ
イ
ム
㈱（
天
神
町
）
で

４
月
１
日
（水）
か
ら
配
布
し
ま
す
。

食育コーナー
「春の佐野をまるごと献立のススメ」

　佐野市生活研究グループ協議会では、佐野市食育

推進会議と連携し、春の地産地消献立を考案しまし

た。

　今の時期、市内で多く生産される農産物など（か

き菜・きゅうり・とまと・いちご・耳うどん）を取

り入れ、ごはんを主食とし

て、野菜や肉、魚など多く

の食材をバランスよくとれ

るように構成しています。

　佐野のおいしさがギュッ

とつまった献立です。ぜひ

ご家庭でお試しください。

　レシピは農政課や市ホームページで紹介していま

す。　　　　　～毎月１９日は「食育の日」です～

■問合せ＝農政課☎（６１）１１６２

グループホーム

佐野市吉水町９９１-１　☎６２-８９２８

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市町谷町５９-１　☎８５-７１０８

グル プホ

水

あおぞら
グル プホ ム

野市町谷町５９１☎８５７１

やまなみ

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市栃本町３２７０　☎６１-１３３１

グル プホ ム

野市栃本町３２７０☎６１１

せせらぎ
佐野市犬伏下町１７６５-１　☎２４-５１２０

もおもててなししの心でで しししえし すますますしのししししししししし ででででででてなてな でおお ええななななおもても 心心心心心心 ええ迎迎の心 おなお えなおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますももももももてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしのしのしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおおおてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしののしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおお すすすすすすすすすすすすすすす
いいいわ くくくくくくくくせくいいいいいいいいいいいいい                        おお お                                    気 におに わわわわお気 にお い合わせくくださださいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださだ いいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださいいいいいいいいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせ だだだだだだだいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ くせくせくせくせくせくせくせせせせ だだだだだだだおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問おおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問問い問い問い問い問い問い問いいいいい問い問い問い問い問い問い問いいいい いいいいいい

おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください

佐野犬伏
デイサービスセンター

市犬伏下町１７６５１☎２４

デイサ ビスセンタ

わかくさ

TEL.

園児受付中園児受付中
月保育月保育
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さのまるサポーターズの会員を募集します！
　市民の皆さんの支援により、さのまるが「ゆるキャラ ® グラン

プリ２０１３」で優勝してから、テレビや新聞などメディアへの

出演、全国展開する商品の販売、国内外でのイベントの出演など

を通して、さのまるは「佐野市」をＰＲしてきました。

　これからさのまるがさらに飛躍するためには、皆さんお一人お

ひとりの力が必要になります。そこで、さのまるを愛し、佐野市

を盛り上げてくださる皆さんをサポーターとする「さのまるサ

ポーターズ」を発足します。

●

さのまるサポーターズとは？

　その関わり方に応じて「企業・団体」「プレミア個人」「個人」の３つのカテゴリーに分類されます。「企

業・団体」「プレミア個人」は、「佐野市水と緑と万葉のまちづくり基金・さのまる事業に関すること」

にご寄附いただいた方が対象です。※ご寄附いただいた場合、さのまるに関する特典があります

●

ご寄附いただいた基金の使い道は？

　遠征費用／広告宣伝／さのまるイベントの実施／さのまるのお手入れなどに使用します。

●

さのまるサポーターズ会員の皆さんには…周知用名刺（全会員に配布）を使ってさのまるや市のＰＲ、

　さのまるイベントに参画するなど、さのまるの活動をサポートしていただきます。

●

入会するには…専用の入会用紙が必要です。直接お問い合わせいただくか、さのまるの公式ホーム

　ページ（http://sanomaru225.com/）をご覧ください。

～さのまるサポーターズ会員特典など、詳しくは市施設に設置のチラシをご覧ください～

●昨年度まで支援していただいた、さのまる応援隊、ふるさとさのまる応援団、さのまるに愛隊は

　「さのまるサポーターズ」に移行します。引き続きご支援をよろしくお願いします。

■

問合せ　さのまるサポーターズ事務局（都市ブランド推進室内）☎（２７）３０１２

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出

店
者
募
集

　

出
店
無
料
!!
当
日
は
自
転
車
家

具
な
ど
の
展
示
提
供
も
同
時
開

催
!!　

※
飲
食
物
の
出
品
は
不
可

▼
日
時
＝
５
月
24
日

（日）
午
前
９
時

～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
み
か
も

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
＝

先
着
50
区
画（
大
小
各
25
区
画
）

▼
申
込
＝
４
月
６
日

（月）
～
５
月
11

日
（月）
の
間
に
、
同
セ
ン
タ
ー
や
各

庁
舎
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
ご

記
入
の
う
え
、
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可　

■
問
合
せ
＝
ク
リ
ー

ン
推
進
課
☎
（２３）
８
１
５
３

ま
ち
の
学
校
春
期
生
募
集

　

全
48
タ
イ
ト
ル
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
佐
野
商
工

会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.sanocci.or.jp

）、
ま
た
は
募

集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
間
＝
４
月
16
日

（木）
～
６

月
30
日

（火）　

▼
会
場
＝
佐
野
商
工

会
議
所　

▼
定
員
＝
先
着
５
～
15

人
程
度　

▼
費
用
＝
１
回
540
円

（
別
途
教
材
費
な
ど
）

■
申
込
＝
４
月
５
日

（日）
以
降
、
同

会
議
所
☎
（２２）
５
５
１
１

基準金利①新車および中古車購入資金

②車修理代金および車部品購入資金

③車検費用、免許取得費用

④信販会社・クレジット会社での車借入金返済資金

変動金利
平成２７年３月１０日現在

最大割引後金利　　

◇当金庫では、お客さまのお取引に応じ、基準価格より最大で1.2％割引いたします。
◇ご契約時には保証料が別途必要になります。
◇詳しくは、最寄りの店舗窓口にお尋ねください。

主な使い道

さのしんカーライフプランさのしんカーライフプランさのしんカーライフプラン

年年2.02.02.000000%%%年2.00%年2.00% 00000000000000000年年年 00000 %%%%年　　　  %年　　　  %
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

抜
き
）
■
申
込
＝
４
月
６
日
（月）
以

降
、
同
倶
楽
部
☎
（６２）
４
１
１
１

●
葛
生
支
部
大
会

　

市
出
身
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
14
日
（木）　

▼
会
場
＝
皐
月
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
佐

野
コ
ー
ス　

▼
競
技
方
法
＝
18

ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
、
新

ぺ
リ
ア
方
式

▼
定
員
＝
先
着
25
組

▼
費
用
＝
７
０
７
２
円
セ
ル
フ

（
昼
食
代
、税
込
み
）

■
申
込
＝
４
月
６
日
（月）
以
降
、
同

倶
楽
部
☎
（６２）
４
１
４
１

▼
日
時
＝
５
月
２
日
（土）
〜
６
日
（水）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時　

▼
会
場
＝
葛
生
館

第
１
回
化
石
採
集
教
室　

　

５
月
10
日
は
地
質
の
日
！

　

地
質
を
も
っ
と
身
近
に
、
化
石

に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

▼
日
時
＝
４
月
26
日
（日）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
＝
葛
生
化
石
館
入
口
前　

▼
採
集
場
所
＝
市
内
山
林
（
山
登

り
あ
り
）
▼
対
象
＝
小
学
５
年
生

以
上　

▼
費
用
＝
一
人
200
円
（
保

険
料
な
ど
）
▼
定
員
＝
15
人
（
超

過
の
際
は
抽
選
）

■
申
込
＝
４
月
14
日
（火）
ま
で
に
、

同
館
☎
（８６）
３
３
３
２（
月
曜
休
館
）

わ
い
わ
い
広
場
ア
ー
ト
ラ
イ

ブ 

　

人
形
劇
、
紙
ひ
こ
ー
き
作
り
、

和
太
鼓
・
音
楽
演
奏
な
ど
。
見
て
、

聞
い
て
、
作
っ
て
遊
ぼ
う
！ 

▼
日
時
＝
５
月
５
日（
祝
・
火
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時 　

▼
会
場
＝
安
藤
勇
寿
「
少
年
の
日

美
術
館
」
前
広
場（
御
神
楽
町
）

■
問
合
せ
＝（
公
財
）佐
野
市
民
文

化
振
興
事
業
団
（６２）
９
５
５
４

春
の
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
お
勤

め
の
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
費
用
と
は
別
に
参
加
費

１
５
０
０
円
が
必
要
で
す（
賞
品

代
な
ど
・
当
日
精
算
）。

●
佐
野
支
部
大
会

▼
日
時
＝
５
月
６
日（
祝
・
水
）　

▼
会
場
＝
唐
沢
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
三

好
コ
ー
ス　

▼
競
技
方
法
＝
18
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ぺ
リ
ア
方
式　

▼
定
員
＝
先
着
180
人
▼
費
用
＝

７
６
０
０
円
セ
ル
フ（
昼
食
代
、税

図
書
館
の
催
し

　

４
月
23
日
〜
５
月
12
日
は
「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
本
は 

キ
ラ
キ
ラ  

万
華
鏡
」
で
す
。

■
問
合
せ
＝
佐
野
館
☎
（２２）
１
８
３

３
、
田
沼
館
☎
（６１）
１
１
３
６
、
葛

生
館
☎
（８６）
３
４
１
６

●
お
み
く
じ
読
書
に
挑
戦（
３
館

共
通
）　

お
み
く
じ
を
引
い
て
、

い
ろ
ん
な
本
を
手
に
取
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
新
し
い
世
界
が
待
っ
て

い
る
か
も
。

●
中
国
児
童
書
画
・
美
術
秀
作
展

　

市
と
友
好
都
市
を
結
ぶ
中
国
浙

江
省
衢
州
市
大
成
の
小
学
生
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
４
月
23
日
（木）
〜
５
月
31

日
（日）　

▼
会
場
＝
佐
野
館　

▼
協
力
＝
佐
野
市
日
中
友
好
協
会

●
こ
ど
も
の
日
の
お
は
な
し
会

▼
日
時
＝
５
月
２
日
（土）
午
後
２
時

〜
３
時　

▼
会
場
＝
田
沼
館

▼
内
容
＝
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　

不
要
に
な
っ
た
本
を
無
料
で
差

し
上
げ
ま
す
。
雑
誌
や
子
ど
も
の

本
も
あ
り
ま
す
（
ひ
と
り
１
日
10

冊
ま
で
、
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

第１１回　市民歩け歩け大会
　新緑の唐沢山の山頂で、完歩者のつどい（抽選会）を

行い、参加者全員に記念品を差し上げます。

▲

期日＝４月２９日（祝・水）※雨天中止（決定７時３０分）

▲

コース＝ご希望のコースに当日ご参加ください

・奈良渕コース（こどもの国⇔山頂　約１０ｋｍ）

　集合９時２０分、出発同４０分

・栃本コース（アリーナたぬま⇔山頂　約１０ｋｍ）

　集合９時１０分、出発同３０分　※田沼駅からも可

・京路戸コース（多田小学校⇔山頂　約１２ｋｍ）

　集合９時、出発同２０分 

・富士コース（犬伏小学校⇔山頂　約１０ｋｍ）

　集合９時２０分、出発同４０分

▲

対象＝どなたでも（小学３年生以下は保護者同伴）

▲

費用＝１００円（保険料込）

▲

持ち物＝弁当、飲み物など

■問合せ＝スポーツ立市推進課☎（２６）００６５

催

物

し

ゆうゆうゴルフ教室募集（春季）

講　師：日本プロゴルフ協会公認プロ・ティーチングプロ
参加費：14,200円（ボール打放題、レッスン代、保険、貸クラブ）
申し込・問い合わせ  佐野グリーンゴルフガーデン TEL.23-5470

4/20（月） 開始
全12回

❶ 19：00～20：30
❷ 20：30～22：00

水・木コース （各15名 4/22,23 開始）

4/21（火） 開始
全12回

❸ 10：30～12：00
❹ 13：00～14：30
❺ 19：00～20：30
❻ 20：30～22：00
❼❽ 19：00～

月曜コース
（各15名）

火曜コース
（各15名）

佐野市相生町２８１６

0283-24-9569

Yes, we teach living English!
春期生受付中

さの校

あしかが校 足利市大月町３－２
アシコタウンあしかが内

0284-40-2189

２０年の信頼と実績 ノア外語学院 検索
http://www.noahjpn.com
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（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

レイクサイド佐野予約受付まで
8：30～17：15（土日祝日除く）

ご予約・お問い合わせは

0283-61-1126 建物総合管理・フードサービス事業

株式会社   旺栄
（レイクサイド佐野　指定管理者）

8月分の受付開始！
市民優先予約 4月より

花々で彩られた初夏の日光を
じっくり歩いてみませんか？（ガイド付）
場所、日程等につきまして、詳しくは
予約受付までお問い合わせください

６月開催決定！
日光

ハイキング
ツアー

▼
会
場
＝
国
立
劇
場（
東
京
都
）　

▼
定
員
＝
80
人（
超
過
の
際
は
抽

選
）
▼
費
用
＝
５
千
円（
観
劇
料
、

交
通
費
含
む
）

▼
申
込
＝
お
１
人
１
通
の
み
。
４

月
30
日
（木）
ま
で（
必
着
）に
、
104
円

の
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員

（
１
枚
２
人
ま
で
）の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
２
７
‐
０
３
９
８（
公
財
）佐

野
市
民
文
化
振
興
事
業
団
「
歌
舞

伎
鑑
賞
教
室
」
係（
住
所
不
要
）

※
抽
選
結
果
は
返
信
用
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す　

■
問
合
せ
＝
同
事
業
団
☎
（６２）
９
５

５
４

Ｒ
２
９
３
美
術
展
２
０
１
５

「
私
た
ち
は
、
ど
う
い
う
場

所
に
生
き
て
い
る
の
か
」 

▼
日
時
＝
５
月
14
日
（木）
〜
28
日
（木）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
月
曜
休

館
）　

▼
会
場
＝
文
化
会
館　

▼
料
金
＝
一
般
300
円
、
高
校
生
以

下
無
料（
４
月
15
日
（水）
発
売
開
始
） 

●
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

▼
日
時
＝
５
月
16
日
（土）
午
後
１
時

30
分
開
演（
１
時
開
場
）

※
ケ
ー
ナ
奏
者
Ｒ
ｅ
ｎ
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
あ
り 

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
７
２
１
１

く
り
推
進
協
議
会（
同
館
）
☎
（６５）

０
１
５
３
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
の
み
営

業
）

●
第
14
回
鯉
来
ま
つ
り

▼
日
時
＝
５
月
３
日（
祝
・
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
根
古
屋
森
林
公
園　

▼
内
容
＝
草
も
ち
・
そ
ば
の
ふ
る

ま
い（
午
前
11
時
か
ら
先
着
順
）な

ど　☆
４
月
12
日
（日）
〜
５
月
10
日
（日）
の

間
、
鯉
の
ぼ
り
を
掲
げ
ま
す

■
問
合
せ
＝
飛
駒
地
区
む
ら
づ
く

り
推
進
協
議
会（
根
古
屋
亭
）

☎
（６６）
２
２
１
８
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
の

み
営
業
）

第
３
回
あ
き
や
ま
の
枝
垂
れ

桜
ま
つ
り

　

樹
齢
350
年
以
上
と
推
定
さ
れ
る

高
さ
20
ｍ
、
枝
張
り
東
西
20
ｍ
、

南
北
28
ｍ
の
市
の
天
然
記
念
物
で

あ
る
関
場
の
し
だ
れ
桜
で
す
。

　

４
月
５
日
（日）
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
開
始
し
、
12
日
（日）
に
は
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、
ビ
ン
ゴ
大
会
・
つ

き
た
て
餅
・
耳
う
ど
ん
な
ど
の
販

売
も
あ
り
ま
す
。
大
風
呂
も
無
料

開
放
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

各
地
区
で
春
祭
り
を
開
催

　

各
会
場
で
農
産
物
の
販
売
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
に
は
、

数
に
限
り
が
あ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
蓬
山
春
祭
り

▼
日
時
＝
４
月
26
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
雨
天
決
行
）　

▼
会
場
＝
蓬
山
ロ
グ
ビ
レ
ッ
ジ　

▼
内
容
＝
ふ
る
ま
い
そ
ば
（
午
前

10
時
か
ら
整
理
券
配
布
）、
ま
ん

じ
ゅ
う
無
料
配
布（
正
午
か
ら
）、

玉
子
の
つ
か
み
ど
り
（
500
円
以
上

お
買
い
上
げ
の
方
）、
綿
あ
め
配

布（
お
子
さ
ん
の
み
）、
よ
も
ぎ
の

湯
無
料
開
放
な
ど

☆
蓬
山
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

４
月
５
日
（日）
か
ら
オ
ー
プ
ン

■
問
合
せ
＝
作
原
地
区
む
ら
づ
く

り
推
進
協
議
会
（
蓬
山
ロ
グ
ビ

レ
ッ
ジ
管
理
棟
）
☎
（６７）
１
１
３
９

（
火
曜
定
休
）

●
憩
い
館
感
謝
祭

▼
日
時
＝
４
月
29
日（
祝
・
水
）
午

前
11
時
〜
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
同
館　

▼
内
容
＝
玉
子
の
つ
か
み
ど
り
・

金
魚
す
く
い
（
午
前
10
時
30
分
か

ら
整
理
券
配
布
）、
そ
ば
の
販
売

（
定
価
の
半
額　

生
そ
ば
を
除
く
）

■
問
合
せ
＝
下
彦
間
地
区
む
ら
づ

の
方
は
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
＝
４
月
12
日
（日）
午
前
11
時

〜
午
後
３
時（
雨
天
決
行
）

▼
会
場
＝
古
代
生
活
体
験
村　

■
問
合
せ
＝
あ
き
や
ま
学
寮
☎
（８７）

０
２
０
３

吉
澤
記
念
美
術
館
展
覧
会

「
ル
ー
ツ
は
や
ま
と
絵
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

▼
定
員
＝
各
回
先
着
50
人（
無
料
）

▼
申
込
＝
４
月
３
日
（金）
以
降
、
同

美
術
館
☎
（８６）
２
０
０
８

●
コ
ン
サ
ー
ト
「
和
の
響
き
を
た

の
し
む
ー
箏こ

と

コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
日
時
＝
４
月
29
日（
祝
・
水
） 

午
後
２
時
〜
３
時

▼
出
演
＝
馬
場
千
井
寿
さ
ん
（
山

田
流
今
井
派
名
取
）

●
作
家
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク

「
私
も
ル
ー
ツ
は
や
ま
と
絵
―

截き
り
か
ね金
の
魅
力
」 

▼
日
時
＝
６
月
20
日
（土） 

午
後
１

時
〜
２
時　

▼
講
師
＝
山
本
茜
さ
ん（
截
金
ガ

ラ
ス
作
家
） 

歌
舞
伎
鑑
賞
教
室

▼
日
時
＝
６
月
15
日
（月）
午
前
８
時

10
分
文
化
会
館
発（
バ
ス
で
移
動
）

ＴＥＬ ０２８４－２２－４５０５

相続・遺言書に関する相談は

弁護士法人

小沼総合法律事務所
弁護士  小沼正毅 　　弁護士  髙山雄介

栃木県弁護士会

栃木県足利市永楽町９－４  大協ビル２階
平日：９時～１８時  土曜日：９時～１２時  日祝休
URL：http://konuma-law-office.com



KOUHOU SANO
H27.4

21

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

ク
サ
イ
ド
佐
野
」
を
利
用
さ
れ
た

65
歳
以
上
の
市
民
の
方
に
、
こ
れ

ま
で
１
人
３
千
円
を
助
成
し
て
い

ま
し
た
が
、
補
助
削
減
の
提
言
や

外
部
評
価
の
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
４
月
か
ら
は
１
人
２
５
０
０

円
の
助
成
と
な
り
ま
す
。
削
減
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３

０
２
０

第
５
回
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
が
決

定
し
ま
し
た

　

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
進
め
る
も
の
と

し
て
、
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
の
候
補
を

昨
年
10
月
に
募
集
し
、
審
査
し
た

結
果
、
次
の
企
業
を
新
た
に
「
世

界
に
誇
る
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
企
業
」

と
し
て
認
証
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

●
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
㈱

■
問
合
せ
＝
都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
☎
（２０）
３
０
４
７

第
８
回
弁
天
池
音
楽
祭

　

「
素
敵
な
環
境
は
こ
こ
ろ
を
つ

な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス
テ
ー
ジ

で
の
催
し
の
ほ
か
地
元
農
産
物
の

販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。
さ
の
ま

る
も
来
場
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
４
月
26
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時　

▼
会
場
＝
出
流
原
弁
天
池
周
辺　

■
問
合
せ
＝
い
そ
や
ま
友
の
会

☎
０
９
０（
６
８
５
０
）０
９
３
９

ソ
フ
ィ
ア
少
年
合
唱
団

佐
野
公
演

　

ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
ソ
フ
ィ
ア
少

年
合
唱
団
が
来
日
し
ま
す
。
佐
野

市
少
年
合
唱
団
〝d

ド
ル
チ
ェ

olce

〞
の
歓

迎
演
奏
も
行
い
ま
す
。
珠
玉
の
歌

声
を
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
５
日
（金）
午
後
７
時

〜
９
時（
６
時
30
分
開
場
）　

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
料
金
＝
一
般
３
千
円
、
高
校
生

以
下
千
円　

※
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
７
２
１
１

「
レ
イ
ク
サ
イ
ド
佐
野
」
の

利
用
助
成
金
変
更

　
「
佐
野
市
市
民
保
養
施
設 

レ
イ

お
知
ら
せ

佐野市の施策⑫　 「観光立市④」 　～第２次佐野市観光立市推進基本計画～　

　「第２次佐野市観光立市推進基本計画」を策定しました。

　本市を魅力ある観光地として形成するため、おもてなしの心で観光客を迎え入れる観光ボランティ

アガイドをはじめとした人材育成や、まちの駅の機能向上といった市民主体のサービス、鉄道やバス

を利用して来訪した観光客が利用する路線バスやレンタカーといった二次交通の利便性向上、観光施

設の整備など、あらゆる観光資源を充実させます。

　また、地場産業の発展と特産品や生産物のブランド化による観光振興を図るとともに、佐野ブラン

ドなどを積極的に活用し各種事業を推進します。

　さらには、コンサートやフィルムコミッションによる観光ＰＲ、関東圏や全国規模での会議や大会

を本市に誘致するコンベンション事業の展開など、将来的な誘客に向けた調査・検討を進めます。

　本市の総合計画後期基本計画では、「観光立市の推進」とあわせ「スポーツ立市の推進」をリーディ

ングプロジェクトに位置付けています。スポーツツーリズムをはじめとした「スポーツ立市の推進」

と連携した観光によるまちづくりに引き続き積極的に取り組み、「住んでよし、訪れてよし」の佐野市

を築いていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　

■

問合せ＝観光立市推進課☎（２７）３０１１

検 索アルシオーネ・コート佐野
ウエディングスクエア  アルシオーネ・コート佐野
TEL.0283－23－8400

ご婚礼、ご宴会のご予約も承っております。

佐野プレミアム・
アウトレットさん隣り

特殊詐欺にご注意ください
　息子を騙る「オレオレ詐欺」や市職員などを装っ

た「還付金詐欺」など、被害が続いています。

　最近は、外に誘い出す手口が多いようです。

　巧妙な手口での詐欺が続いています。お金を要求

された際は、注意深く確認するなど、慎重な対応を！

■問合せ＝佐野警察署☎（２４）０１１０
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こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者

証
が
新
し
く
な
り
ま
す　

　

４
月
１
日
か
ら
栃
木
県
内
の
医

療
機
関
な
ど
の
現
物
給
付
の
対
象

年
齢
が
、
未
就
学
児
ま
で
引
き
上

げ
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
以
上
は
、
今
ま
で
と
同

じ
く
佐
野
市
内
の
医
療
機
関
に
限

り
現
物
給
付
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
変
更
に
伴
い
、
新
し
い
受

給
資
格
者
証
を
３
月
下
旬
に
市
内

の
対
象
者
に
発
送
し
ま
し
た
。
新

し
い
受
給
資
格
者
証
に
は
、
表
面

に
さ
の
ま
る
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て

い
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
は
必
ず

新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
こ
ど
も

課
☎
（２０）
３
０
２
３

市
民
活
動
団
体
と
モ
デ
ル
町

会
の
助
成
事
業

　

市
民
活
動
団
体
の
社
会
貢
献
活

動
と
町
会
の
主
体
的
な
地
域
活
動

を
助
成
金
や
活
動
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

よ
っ
て
支
援
し
ま
す
。

　

事
業
採
択
は
書
類
と
審
査
会
で

の
聞
き
取
り
で
決
定
し
ま
す
。

●
市
民
活
動
参
画
支
援
事
業

▼
対
象
団
体
＝
市
内
に
活
動
拠
点

を
置
く
市
民
活
動
団
体
で
、
活
動

実
績
が
半
年
間
以
上
あ
り
、
代
表

者
が
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

▼
対
象
事
業
＝
健
康
福
祉
、
環
境

保
護
、
子
ど
も
育
成
、
ま
ち
づ
く

り
、
防
犯
防
災
な
ど

▼
助
成
額
＝
事
業
費
の
２
分
の
１

以
内
で
10
万
円
を
上
限

※
２
年
目
以
降
の
助
成
団
体
を
対

象
に
し
た
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

▼
助
成
団
体
＝
４
団
体
程
度
（
過

去
３
年
ま
で
支
援
を
受
け
た
団
体

を
除
く
）

●
市
民
活
動
モ
デ
ル
町
会
支
援
事
業

▼
対
象
事
業
＝
地
域
の
課
題
解
決

や
相
互
扶
助
、
一
体
感
の
醸
成
な

ど
で
元
気
な
地
域
を
つ
く
る
活
動

▼
助
成
額
＝
10
万
円
を
上
限

▼
助
成
町
会
＝
３
町
会
（
過
去
に

支
援
を
受
け
た
町
会
を
除
く
）

▼
申
込
＝
４
月
13
日
（月）
〜
５
月
15

日
（金）
の
期
間
に
、申
請
書
を
直
接
、

市
民
活
動
促
進
課（
南
仮
庁
舎
）へ

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

東
仮
庁
舎
事
務
棟
玄
関
、
田
沼
・

葛
生
の
各
行
政
セ
ン
タ
ー
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
す　

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
８
１
２

浄
化
槽
設
置
の
補
助
金
制
度

　

対
象
区
域
内
で
、専
用
住
宅（
延

床
面
積
２
分
１
以
上
を
居
住
の
用

に
供
す
る
建
物
を
含
む
）
に
50
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
に
対
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
区
域
＝
下
水
道
事
業
計
画

区
域（
旧
称
…
下
水
道
認
可
区
域
）

お
よ
び
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

対
象
区
域
を
除
く
市
の
区
域　

▼
補
助
額
＝
５
人
槽
は
33
万
２
千

円
、
７
人
槽
は
41
万
４
千
円
、
10

〜
50
人
槽
は
54
万
８
千
円　

※
設
置
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
工
事
開
始
後
の
申
請
は
不
可
）

◎
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
し
た
ら
、

定
期
的
な
保
守
点
検
、清
掃
、水
質

検
査
（
第
７
条
検
査
、第
11
条
検

査
）を
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課
☎
（６１）
１

１
５
５

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
金
／
電
気
自

動
車
購
入
支
援
補
助
金

　

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
補

助
金
額
お
よ
び
申
請
方
法
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
４
月
１
日
（水）
以
降
、

環
境
政
策
課
（
田
沼
庁
舎
本
館
１

階
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（６１）
１
１
５
５

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金

▼
対
象
＝
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す

①
市
に
住
所
を
有
す
る
個
人
の
方

②
４
月
１
日
以
降
に
、
市
内
の
自

宅
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
方
、

ま
た
は
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
た

建
売
住
宅
を
購
入
し
た
方

③
未
使
用
の
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

た
方
（
リ
ー
ス
契
約
不
可
）

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
電
力
受
給
開
始
後
、
平
成
28
年

3
月
31
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と

⑥
申
請
者
お
よ
び
同
世
帯
の
方

が
、
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▼
補
助
金
額
＝
出
力
１
k
Ｗ
あ
た

り
１
万
円（
上
限
３
万
円
）

●
電
気
自
動
車
購
入
支
援
補
助
金

▼
対
象
者
＝
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す

①
市
に
住
所
を
有
す
る
個
人
の
方

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
補
助
申
請
者
、
車
両
所
有
者
、

車
両
使
用
者
の
す
べ
て
が
原
則
と

し
て
同
じ
で
あ
る
こ
と

④
４
月
１
日
以
降
に
初
度
登
録

（
購
入
）し
、
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
に
申
請
す
る
こ
と

▼
対
象
車
種
＝

今
月
の
納
税

　

４
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
第
１
期
の
納
期
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
本
年
度
よ
り

み
ず
ほ
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行

で
も
お
取
扱
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（２０）
３
０

１
０

・
四
輪
以
上
の
電
気
自
動
車
で
あ

る
こ
と
（
ガ
ソ
リ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
は
対
象
外
）

・
新
車
で
あ
る
こ
と

・
自
家
用
で
あ
る
こ
と

・
使
用
の
本
拠
の
位
置
が
市
内
で

あ
る
こ
と

▼
補
助
金
額
＝
１
台
３
万
円
（
１

人
１
台
ま
で
）

刈
払
機
を
貸
し
出
し
ま
す

　

町
会
な
ど
の
公
益
活
動
を
行
う

団
体
の
清
掃
活
動
の
た
め
に
、
草

刈
り
用
の
市
所
有
の
自
走
式
刈
払

機
を
貸
し
出
し
ま
す
。

■
申
込
＝
市
民
活
動
促
進
課
☎
（２０）

３
８
１
２
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

消費生活センターからのお知らせ

光サービス（光通信回線サービス）について

　たくさんの事業者が光サービスを一般消費者に提

供できることになり、電話や訪問で加入の勧誘が行

われることが予想されます。

　このサービスは、簡単な手続きだけで契約先が変

更になります。契約する時は次のことに注意し、十

分な説明を受けましょう。

①サービス提供者の変更／②契約中のプロバイダへ

の契約解除の手続きや契約解除料／③メールアドレ

スの変更／④変更後に解約するとき、契約解除料や、

電話番号の変更、工事などが必要になるかどうか

■問合せ＝消費生活センター（田沼庁舎本館１階）　

　☎（６１）１１６１　※平日午前９時～午後４時

　消費者ホットライン☎０５７０（０６４）３７０

　※土・日曜日、祝日の午前１０時～午後５時

クリーン推進課からのお知らせ

～清掃センターへのごみの搬入について～

●搬入には「ごみ搬入届出証」が必要です

　初めて搬入する時、届出証を紛失した時には、各

清掃センターの事務所で発行します。

※各庁舎の総合窓口課では発行しません

▲

搬入場所＝（お住まいの地区により異なります）

　佐野地区の皆さん…みかもクリーンセンター

　田沼地区・葛生地区の皆さん…葛生清掃センター

▲

搬入時間＝毎週月曜日から土曜日

　午前９時～１１時５０分、午後１時～４時３０分

▲

ごみ処理手数料＝１０Ｋｇにつき２１０円（税込）

　※粗大ごみ以外は分別してお持込ください

■問合せ＝みかもクリーンセンター

　　　　　（クリーン推進課）☎（２３）８１５３

　　　　　葛生清掃センター☎（８６）４３５１

■
問
合
せ
＝
同
校
☎
０
２
８
４
（９１）

０
８
０
３

と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
巡
回

相
談
会
・
就
職
応
援
セ
ミ

ナ
ー

▼
日
時
＝
４
月
23
日
・
５
月
28
日
・

６
月
25
日
の
各
木
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時

▼
会
場
＝
県
庁
足
利
庁
舎
※
と
ち

ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
「
就
職
応
援
セ

ミ
ナ
ー
」
を
同
日
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
に
開
催
し
ま
す

▼
申
込
＝
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
と

も
に
実
施
日
の
２
日
前
ま
で
に
、

足
利
労
政
事
務
所
☎
０
２
８
４
（４１）

１
２
４
１

創
業
支
援
の
た
め
の
個
別
無

料
相
談
会

　

こ
れ
か
ら
創
業
を
予
定（
計
画
）

し
て
い
る
方
、
創
業
後
５
年
未
満

の
小
規
模
事
業
者
な
ど
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
４
月
15
日
・
５
月
20
日
・

６
月
17
日
の
各
水
曜
日
午
後
１
時

〜
５
時　

▼
会
場
＝
佐
野
商
工
会
議
所　

▼
講
師
＝
税
理
士　

▼
講
師
＝
各
３
名
程
度（
無
料
）

■
問
合
せ
＝
同
所
☎
（２２）
５
５
１
１

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
時
は

国
民
年
金
へ
の
切
替
手
続
き

が
必
要
で
す
！

　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
た
方
で
、
事
業
所
を
退
職

し
た
方
、
ま
た
退
職
者
の
配
偶
者

で
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
た
方

（
そ
れ
ぞ
れ
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
）
は
、
国
民
年
金
へ
の
切
替

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経

済
的
に
困
難
は
場
合
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
と
な
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
年
金
事
務
所

☎
０
２
８
２

（２２）
６
０
７
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日
＝
６
月
７
日
（日）　

▼
会
場
＝
白
鷗
大
学
足
利
高
校
ほ

か　▼
受
験
料
＝
甲
５
千
円
、
乙
３
４

０
０
円
、
丙
２
７
０
０
円

※
乙
と
丙
の
受
験
資
格
の
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん

▼
申
込
＝
４
月
９
日
（木）
〜
22
日
（水）

の
間
に
、
消
防
本
部
予
防
課
、
消

防
署
、
北
・
西
の
各
分
署
で
願
書

配
布
、
受
け
付
け
し
ま
す　

※（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

）
か
ら

も
申
し
込
み
で
き
ま
す　

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２３）
９
９
１
０

山
火
事
に
ご
注
意
を

　

春
の
強
風
が
吹
く
こ
の
季
節

は
、
山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
危

険
な
時
期
で
す
。
山
火
事
の
原
因

は
、
た
き
火
や
た
ば
こ
な
ど
人
為

的
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
山

や
そ
の
周
辺
で
の
火
の
取
り
扱
い

に
は
、
十
分
注
意
し
て
山
火
事
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。
■
問
合
せ
＝

農
山
村
振
興
課
☎
（６１）
１
１
６
３

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

７
月
コ
ー
ス
訓
練
生

▼
訓
練
期
間
＝
７
月
１
日
（水）
〜
12

月
22
日
（火）（
６
カ
月
間
）

▼
科
目
＝
機
械
加
工
科
・
板
金
溶

接
科　

▼
定
員
＝
各
５
人

▼
費
用
＝
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
１
次
募
集
＝
５
月
１
日
（金）
〜
20

日
（水）
（
選
考
日
５
月
27
日
（水）
）

▼
２
次
募
集
＝
６
月
４
日
（木）
〜
16

日
（火）
（
選
考
日
６
月
24
日
（水）
）

※
見
学
は
随
時
可
。
１
次
試
験
の

結
果
に
よ
り
２
次
募
集
を
行
わ
な

い
科
も
あ
り
ま
す　
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市
内
企
業
向
け
の
支
援
制
度

■
問
合
せ
＝
商
工
課
☎
（６１）
１
１
９

２【
市
制
度
融
資
斡
旋
】

▼
対
象
＝
市
内
で
１
年
以
上
同
一

事
業
を
営
む
中
小
企
業
者

○
経
営
安
定
資
金

▼
資
金
使
途
＝
商
品
、
原
材
料
の

仕
入
れ
、
買
掛
金
の
支
払
、
手
形

決
済
な
ど
営
業
に
必
要
な
運
転
資

金　

▼
融
資
額
＝
２
千
万
円
以
内

▼
融
資
期
間
・
利
率
＝
３
年
以
内

1.5
％
、
５
年
以
内
1.8
％
、
７
年
以

内
2.1
％

○
緊
急
特
別
支
援
資
金

▼
資
金
使
途
＝
営
業
に
必
要
な
急

を
要
す
る
運
転
資
金　

▼
融
資
額
＝
700
万
円
以
内　

▼
融
資
期
間
・
利
率
＝
５
年
以
内

1.5
％

※
こ
の
他
に
も
設
備
資
金
、
小
規

模
企
業
者
資
金
、
開
業
資
金
な
ど

の
各
種
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す

【
信
用
保
証
料
の
補
助
】

▼
対
象
＝
市
制
度
融
資
の
利
用
者

▼
補
助
金
額
＝
信
用
保
証
料
の
３

分
の
２

【
地
場
産
業
各
種
展
示
会
な
ど
の

出
店
支
援
】

▼
対
象
＝
地
場
産
業
製
品
の
展
示

会
な
ど
に
参
加
す
る
製
造
業
者
や

団
体　

▼
補
助
金
額
＝
出
展
料

（
小
間
代
額
、
展
示
小
間
装
飾
費
、

輸
送
費
な
ど
）。
一
事
業
者
に
つ

き
一
年
度
20
万
円
を
限
度

【
産
業
財
産
権
取
得
の
支
援
】

▼
対
象
＝
産
業
財
産
権
取
得
の
た

め
の
出
願
に
係
る
経
費

▼
補
助
金
額
＝
対
象
経
費
の
４
割

以
内
。
一
事
業
者
に
つ
き
一
年
度

40
万
円
を
限
度

【
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

の
共
済
掛
金
の
補
助
】

▼
対
象
＝
中
小
企
業
倒
産
防
止
共

済
法
に
基
づ
き
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
と
新
た
に
共
済
契
約
を
締

結
し
た
中
小
企
業
者

▼
補
助
金
額
＝
月
額
８
万
円
を
限

度
と
し
て
積
み
立
て
た
掛
金
の
12

カ
月
分
の
２
割

【
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の

共
済
掛
金
の
補
助
】

▼
対
象
＝
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
く
中
小
企
業
退
職
金
制

度
に
加
入
し
た
中
小
企
業
者

▼
補
助
金
額
＝
新
規
加
入
従
業
員

（
被
共
済
者
）
１
人
に
補
助
期
間

を
１
年
と
し
て
月
額
600
円

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談

　

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
無
料
で

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
面
接
相
談
ま

た
は
電
話
相
談
）
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
13
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
県
庁
足
利
庁
舎　

▼
対
象
＝
労
働
者
お
よ
び
使
用

者
、
求
職
者
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
な
ど
の
理
由
に
よ
り
既
に
退

職
し
て
い
る
方
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
不
調
を
抱
え
る
方
の
親
族
・

同
僚
・
上
司
な
ど

■
申
込
＝
５
月
８
日
（金）
ま
で
に
、

足
利
労
政
事
務
所
☎
０
２
８
４
（４１）

１
２
４
１

家
内
労
働
委
託
状
況
届
の
提

出
は
４
月
30
日
ま
で

　

家
内
労
働
法
な
ど
に
よ
り
、
家

内
労
働
者（
内
職
者
）へ
業
務
を
委

託
し
て
い
る
事
業
者
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
委
託
状
況
を
、
４

月
30
日
ま
で
に
労
働
基
準
監
督
署

を
経
由
し
て
、
栃
木
労
働
局
に
委

託
状
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
☎
０
２
８（
６
３
４
）

９
１
０
９

楽
習
講
師
企
画
講
座

　

申
込
は
、
生
涯
学
習
課
☎
（６１）
１

１
７
４
へ

●
マ
マ
必
見
！
お
子
様
同
伴
可
★

ダ
イ
エ
ッ
ト
で
き
る
!!
セ
ル
フ
耳

つ
ぼ
ジ
ュ
エ
リ
ー

　

ピ
ア
ス
に
似
た
シ
ー
ル
を
貼
る

だ
け
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
体
質
改
善

が
可
能
に
。
お
子
さ
ん
同
伴
の
際

は
申
込
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
４
月
17
日
（金）
午
前
11
時

〜
正
午　

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公

民
館　

▼
講
師
＝
柏
倉
美
香
さ
ん

（
耳
つ
ぼ
ジ
ュ
エ
リ
ー
認
定
講
師
）

▼
費
用
＝
１
５
０
０
円（
教
材
費
）

▼
定
員
＝
先
着
10
人　

▼
持
ち
物
＝
鏡
、
髪
留
め
、
ピ
ン

セ
ッ
ト

●
知
っ
て
お
き
た
い
相
続
・
遺
言

セ
ミ
ナ
ー

　

今
の
う
ち
か
ら
備
え
て
お
き
た

い
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

▼
日
時
＝
①
４
月
24
日
（金）
、
②
５

月
20
日
（水）
各
回
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
＝
行
政
書
士
グ
ル
ー
プ
か

た
く
り

▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
人

▼
費
用
＝
500
円（
資
料
代
）

介
護
員
養
成
研
修
（
介
護
職

員
初
任
者
研
修
課
程
）

▼
期
間
・
会
場
＝

①
５
月
24
日
（日）
〜
12
月
20
日
（日）
の

間
の
土
・
日
曜
日
、
パ
ル
テ
ィ
と

ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
）

②
５
月
17
日
（日）
〜
12
月
13
日
（日）
の

間
の
土
・
日
曜
日
、
栃
木
市
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー（
栃
木
市
）

両
会
場
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
期
間
内
で
２
日
間
実
習
あ
り

（
平
日
）

▼
対
象
＝
母
子
家
庭
の
母
、
父
子

家
庭
の
父
お
よ
び
寡
婦
の
方
で
、

地
域
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す

る
方
・
従
事
し
よ
う
と
す
る
方
で
、

全
課
程
修
了
で
き
る
方

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り（
無
料
）

▼
受
講
時
間
＝
130
時
間

▼
定
員
＝
各
会
場
35
人
（
書
類
・

面
接
に
よ
り
選
考
）

▼
費
用
＝
教
材
費（
６
千
円
程
度
、

健
康
診
断
費
は
自
己
負
担
）

■
申
込
＝
４
月
14
日
（火）
ま
で
に
、

（
公
財
）栃
木
県
ひ
と
り
親
家
庭
福

祉
連
合
会
☎
０
２
８（
６
６
５
）７

８
０
１

講

座
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

22
日
、
③
６
月
26
日
の
各
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
講
師
＝
東
京
ガ
ス
（株）
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

▼
定
員
＝
各
回
先
着
16
人

▼
費
用
＝
各
回
千
円（
食
材
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

東
京
農
工
大
学
地
域
連
携
事

業
「
葉
の
色
〜
①
お
ぼ
ろ
な

春
の
森
の
観
察
会
」

　

春
の
森
で
枝
や
芽
を
観
察
し
、

草
木
染
め
を
し
ま
し
ょ
う
。
驚
く

色
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
４
月
19
日
（日）
午
前
９
時

〜
正
午 

▼
会
場
＝
Ｆ
Ｍ
唐
沢
山

※
唐
沢
山
登
山
口
駐
車
場（
栃
本

町
）へ
集
合　

▼
対
象
＝
中
学
生

以
上
▼
講
師
＝
渡
辺
直
明
さ
ん
、

熊
倉
充
さ
ん
、
森
の
派
出
所
の
学

生
の
皆
さ
ん
（
東
京
農
工
大
学
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

▼
持
ち
物
＝
白
い
ハ
ン
カ
チ（
タ

オ
ル
地
不
可
）

■
申
込
＝
４
月
13
日
（月）
ま
で
に
、

環
境
政
策
課
☎
（６１）
１
１
５
５ 

手
話
講
習
会（
入
門
コ
ー
ス
）

　

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方
を
対
象

に
し
た
コ
ー
ス
で
す
。

▼
日
時
＝
４
月
23
日
〜
９
月
３
日

田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■
申
込
＝
４
月
８
日
（水）
以
降
、
同

セ
ン
タ
ー
☎
（６２）
８
８
８
１

●
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
期
日
＝
５
月
９
日
〜
７
月
18
日

毎
週
土
曜
日　

▼
費
用
＝
全
10
回
６
千
円

【
初
級
ク
ラ
ス
】

▼
時
間
＝
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上　

▼
定
員
＝
先
着
16
人

【
中
級
ク
ラ
ス
】

▼
時
間
＝
午
前
10
時
40
分
〜
午
後

０
時
10
分　

▼
対
象
＝
高
校
生
以

上　

▼
定
員
＝
先
着
８
人

【
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
】

※
佐
野
テ
ニ
ス
協
会
と
共
催

▼
時
間
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▼
対
象
＝
小
・
中
学
生　

▼
定
員
＝
先
着
各
16
人

●
リ
ズ
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▼
日
時
＝
５
月
12
日
〜
７
月
14
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

15
分　

▼
対
象
＝
成
人
以
上

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
各
回
500
円

●
骨
盤
矯
正
体
操

▼
日
時
＝
５
月
14
日
〜
７
月
16
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

15
分　

▼
対
象
＝
成
人
以
上

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
各
回
500
円

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
エ
コ
講
座

▼
会
場
＝
同
セ
ン
タ
ー

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

●「
廃
食
用
油
」か
ら
石
け
ん
作
り

石
け
ん
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
！

▼
日
時
・
内
容
＝

①
４
月
22
日
（水）
石
け
ん
作
り

②
５
月
13
日
（水）
石
け
ん
作
り
・
石

け
ん
ア
ー
ト
（
彫
刻
刀
で
あ
じ
さ

い
の
花
作
り
）

③
６
月
17
日
（水）
石
け
ん
作
り

各
回
午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

▼
定
員
＝
各
回
先
着
10
人

▼
費
用
＝
②
の
み
300
円（
材
料
費
）

※
ほ
か
無
料　

▼
持
ち
物
＝
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・

マ
ス
ク
・
エ
プ
ロ
ン
・
ゴ
ム
手
袋
・

豆
腐
や
牛
乳
の
パ
ッ
ク
、
お
持
ち

で
あ
れ
ば
廃
食
用
油

●
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

　
「
旬
」
の
食
材
を
無
駄
な
く
使

い
環
境
に
や
さ
し
い
食
生
活
を
提

案
！
参
加
者
に
は
廃
食
用
油
か
ら

作
っ
た
エ
コ
石
け
ん
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
①
４
月
24
日
、
②
５
月

の
毎
週
木
曜
日（
全
18
回
）

（
昼
の
部
）
午
前
10
時
〜
正
午
、

（
夜
の
部
）
午
後
６
時
45
分
〜
８

時
45
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
＝
各
回

先
着
25
人
（
無
料
・
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）　

■
申
込
＝
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（２２）
８
１
３
６

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
（
中

級
コ
ー
ス
）

　

初
級
課
程
修
了
の
方
を
対
象
と

し
た
コ
ー
ス
で
す
。

▼
日
時
＝
５
月
11
日
〜
10
月
５
日

の
毎
週
月
曜
日（
全
20
回
）午
前
10

時
〜
正
午　

▼
会
場
＝
佐
野
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）　

■
申
込
＝
４
月
６
日
（月）
〜
24
日
（金）

の
間
に
、
栃
木
県
視
覚
障
害
者
福

祉
協
会
☎
０
２
８（
６
２
５
）４
９

９
０

消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
生
活
に
関
す
る
普
及
啓
発
を

す
る
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

▼
期
間
＝
5
月
〜
11
月
ま
で
の
12

日
間　

※
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
栃
木
県
庁
本
館
会
議
室

（
宇
都
宮
市
）
▼
対
象
＝
修
了
後
、

消
費
者
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
普
及
啓
発
し
て
く
だ
さ
る
方

▼
内
容
＝
消
費
生
活
に
関
す
る
基

礎
知
識
ほ
か
24
単
位　

※
修
了
に

は
16
単
位
以
上
取
得
が
必
要
で
す

▼
定
員
＝
１
人（
受
講
料
無
料
・

交
通
費
の
一
部
を
助
成
）

■
申
込
＝
４
月
15
日
（水）
ま
で
に
、

交
通
生
活
課
☎
（６１）
１
１
５
９

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
県

民
講
座

　

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
誰
も
が

い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に

つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
講
座

で
す
。
▼
日
時
＝
５
月
30
日
（土）
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
、
６
月
13
日

（土）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
、

７
月
５
日
（日）
午
後
１
時
30
分
〜
４

時　

▼
会
場
＝
と
ち
ぎ
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー（
宇
都
宮
市
）

▼
対
象
＝
原
則
全
３
回
参
加
で
き

る
方（
性
別
問
わ
ず
）　

▼
定
員
＝
４
人（
受
講
料
無
料
・

交
通
費
の
一
部
を
助
成
）

■
申
込
＝
４
月
24
日
（金）
ま
で
に
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
（２７）
２

３
５
４
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運
動
公
園
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ

教
室

■
申
込
＝
運
動
公
園
管
理
事
務
所

☎
（２５）
０
４
０
３

●
空
手
道
教
室　

▼
日
時
＝
毎
週

火
曜
日（
園
児
）午
後
４
時
〜
４
時

55

分
、（
小
学
生
）午
後
５
時
〜
５

時
55
分　

▼
会
場
＝
佐
野
武
道
館

▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
人

▼
費
用
＝
月
謝
・
年
会
費
そ
れ
ぞ

れ
３
２
４
０
円

●
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
日
時
＝
毎
週
木
曜
日

（
園
児
）午
後
４
時
〜
４
時
55
分　

（
小
学
生
）午
後
５
時
〜
５
時
55
分

▼
会
場
＝
運
動
公
園
市
民
体
育
館

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
月
謝
４
３
２
０
円
・
年

会
費
３
２
４
０
円

●
ミ
ズ
ノ
卓
球
ス
ク
ー
ル

▼
会
場
＝
運
動
公
園
市
民
体
育
館

▼
定
員
＝
各
回
先
着
15
人

▼
費
用
＝
月
謝
３
２
４
０
円

【
初
級
硬
式
ク
ラ
ス
】
▼
日
時
＝

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

【
ラ
ー
ジ
中
級
ク
ラ
ス
】

▼
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
０
時

30
分
〜
２
時
30
分

【
ラ
ー
ジ
初
級
ク
ラ
ス
】

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時

〜
正
午

教室名 開催日時 会場 対象者 定員 費用

ソフトテニス

５月９・１６・３０日、６月６・１３日の
各土曜日（全５回）午後７時～１０時

運動公園
市民体育館

小学生
以上

８０人
小中学生５００円
高校生以上
１，０００円５月１０・１７・２４・３１日の各日曜日

（全４回）午前９時～正午
田 沼 グ リーン 
スポーツセンター

テニス
５月１０・１７・２４日、６月７日の各日曜
日（全４回）午前９時３０分～正午

田 沼 グ リーン 
スポーツセンター

一般
男女

２０人 １，０００円

バレーボール
５月２３日～６月１４日の毎週土・日曜日
（全８回）土曜日午後１時３０分～４時、
日曜日午前９時～１１時３０分

天明小学校
体育館

小学生 ２０人 ５００円

弓道①
５月２０日～６月２０日の毎週水・土曜日
（全１０回）午後７時～９時

運動公園弓道場
１６歳
以上
男女

２０人 １，０００円

弓道②
５月１９日～６月１９日の毎週火・金曜日
（全１０回）午後２時～４時

１５人 １，０００円

ゴルフ

５月２３日～６月１７日の毎週水・土曜日
（全８回）午後６時～８時
レッスンラウンド７月１日（水）、８日（水）
午前９時～午後４時

佐野グリーン
ゴルフガーデン
※レッスンラウ
ンドは別会場

１０歳
以上

１５人
小中学生５００円
高校生以上
１，０００円

サッカー
６月７・１４日（日）、７月４日（土）・１２（日）
（全４回）午前９時３０分～１１時３０分

戸奈良旗川緑地
公園

小学生１
～３年生
男女

１００人 １，０００円

柔道①
５月１６日～６月２０日の毎週土曜日
（全６回）午前９時～１１時

佐野武道館 小中学生 ４０人 １，０００円

柔道②
５月１５日～６月２日の毎週火・金曜日
（全６回）午後７時～９時

唐澤道場 小中学生 ４０人 １，０００円

■

申込＝４月７日（火）以降、開催日の１０日前まで（柔道は４月２７日まで）に、費用を添えて、

　直接窓口でお申し込みください　※電話申込不可・午前９時～午後５時受付（先着順）

　スポーツ立市推進課☎（２６）００６５　※土・日曜日、祝日は運動公園事務所で受け付けします 
　アリーナたぬま　　☎（６１）１１５３　※月曜休館（祝日の場合は翌日） 

春のスポーツ教室開催　参加をお待ちしています
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　土佐派の川崎千虎に学んだ小堀鞆音（佐野出身）な

ど「やまと絵」にルーツを持つ画家たちに注目する収

蔵企画展です。

▼会期＝４月２５日（土）～６月２８日（日）まで

▼開館＝午前９時３０分～午後５時

▼入館料＝５１０円ほか ▼休館日＝毎

週月曜日、４月１４日（火）～２４日（金）、

３０日（木）、５月７日（木）、２６日（火）

【作品鑑賞会】５月２日（土）・２４日（日）、

６月１４日（日）の各日午後２時～　

※当日の観覧券が必要になります

◆「花華（はなはな）コレクション２０１５」春爛漫篇

４月１２日（日）まで開催中

▼会期＝４月８日（水）まで

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料

▼休館日＝毎週月曜日、４月９日

（木）～１７日（金）・３０日（木）

※次回の「祝い掛軸展」は、１８日

（土）からです

【講座】「こどもの日　民話語り」

▼日時＝５月５日（祝・火）午後２

　時～３時３０分　 ▼会場＝同館

▼定員＝先着４０人（無料）

▼語りべ＝くずう民話の会

▼内容＝「若返りの水」、

　　　　「おどる骸骨」ほか

　田村が「鉄絵」による独自の技法

を確立するまでの初期の作品を展

示します。

▼会期＝７月１２

　日（日）まで

▼開館＝午前９時

　～午後５時

▼入館料＝無料

▼休館日＝

　会期中無休

「雛人形展」開催中

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

市制１０周年記念・
唐沢山城跡国指定史跡化記念
第６２回企画展「上杉謙信がやってきた」

　前期（４月１９日まで）は、唐沢山城の国指定史跡

化に伴う調査の結果を中心に紹介します。

　後期（４月２９日から）は、唐沢山城に何度も攻め

てきた上杉謙信ゆかりの資料を特別に展示します。

▼会期＝２月２１日（土）～６月１４日（日）

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝一般２１０円、大学・高校生１００円、

　中学・小学生５０円　

▼休館日＝毎週月曜日、４月２０日（月）～２８日（火）・

　３０日（木）、５月７日（木）

▼無料開館日＝５月５日（火）、６月１４日（日）

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

ルーツは「やまと絵」－近代日本画の水脈をた

どる

■郷土博物館☎（２２）５１１１

レイクサイド佐野情報
　４月から８月末日までの予約受付を開始します。無料

送迎バスも運行していますので、詳しくは電話でお問い

合わせください。

▼休館日＝４月２０日（月）～２２日（水）、５月１１日（月）～

　１２日（火）、６月１日（月）～２日（火）、７月７日（火）～８日

　（水）、８月は無休　※変更になる場合あり

▼受付＝平日午前８時３０分～午後５時１５分

■申込・問合せ＝レイクサイド佐野☎（６１）１１２６

▼無料送迎バス出発日 ★お楽しみバス運行日

４月
１泊用 １１日（土）、２４日（金）
２泊用 ２日（木）、１５日（水）★

５月
１泊用 ８日（金）、２４日（日）
２泊用 １８日（月）、２８日（木）★

６月
１泊用 １０日（水）、１６日（火）、２５日（木）
２泊用 ５日（金）★、２１日（日）

７月
１泊用 ６日（月）、１０日（金）
２泊用 ２日（木）★、１４日（火）

８月 １泊用 １８日（火）、２６日（水）

『人間国宝田村耕一陶芸館全作品集』
発刊記念・まちなか活性化ビル「佐野
未来館」オープン５周年記念企画展

「独自の技法を探る
　若き日の田村耕一展」 　平成２５年度後半から平成２６年

度前半にご寄贈・収集した標本を

紹介します。化石だけでなく鉱物

標本も多数展示紹介します。鉱物

好きの方、必見です。
▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　 ▼休館日＝毎週

月曜日・４月３０日（木）

吉川霊華《寿老》
当館蔵（部分）

■人間国宝田村耕一陶芸館

　☎（２２）０３１１

【施設情報】レイクサイド佐野、市立博物館・美術館からのお知らせ

■葛生化石館☎（８６）３３３２

芒文壺

い
ろ
い
ろ
な
水
晶
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手裏剣戦隊ニンニンジャーショー

▼日時＝５月３日（祝・日）

　①午前１１時～　②午後１時～

▼会場＝こどもの国屋外広場

　※雨天の際は屋内で開催

ぴよぴよルームくずう・たぬま

くずう☎（８５）３４５６　たぬま☎（６２）７０４１

（くずう保育園、たぬま保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

　４月２３日（木）

　たぬま・くずう「誕生会」

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

子育て教室　
　乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互

交流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝楽しい親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

※子どもを遊ばせながら子育てのお手伝いをします

▼日程＝南児童館：毎週月曜日（６・１３日を除く）

東児童館：毎週木曜日（２・９日を除く）

西児童館：【０～１歳向け】毎週火曜日（７・１４日を

除く）、【１～３歳向け】毎週金曜日（３・１０日を除く）

田沼児童館：毎週月曜日［にこにこ］（６日を除く）、

毎月第 2･4水曜日［ドレミ］（8日を除く）

※各館とも午前１０時３０分から

☆詳しい内容は直接各館へお問い合わせください

児童館情報（４月分）
こどもフェスティバルｉｎＳＡＮＯ２０１５
　雨天の際は内容変更・中止があります。

▼日時＝５月３日（祝・日）～５日（祝・火）午前１０

　時～午後３時　 ▼費用＝無料　

▼内容＝「ハイスクールファッションー」（４日のみ・

計２回）、小山高専のロボコンショーや「わんぱくレ

ク広場」（５日のみ）、ふわふわジャンボエアーポリン、

オカリナコンサート、鉄道模型運転ショーなど

こどもの国情報

▼休館日＝毎月第 3土曜日と翌日の日曜日、国民

の祝日　■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５、

東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）

２４５２、田沼児童館☎（６２）０８７８

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①４月２０日（月）
午前９時～９時１０分

※１１時４５分まで
佐野市保健センター

②４月３０日（木）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳までのお子さんと保護者

４月２０日（月）午前１０時～１０時

３０分

佐野市保健センター

４月１５日（水） 田沼保健センター

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★４月の予定

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時

　※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　４月８日（水）午前１０時３０分～ 

 「腹話術・南京玉すだれ」講師：春風ゆきえさんほか

○親子教室「こいのぼりを作ろう」（要予約）

　４月２２日（水）午前１０時３０分～ 

○誕生会：４月１５日（水）午前１０時３０分～

○看護師の相談日：４月１７日（金）午前１０時～正午

©2015テレビ朝日・東映ＡＧ・東映
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各種相談ガイド  　４月１日（水）～４月３０日（木）
※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問い合わせ先

育児相談

４月８日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

４月２７日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
４月１３日（月）午後１時３０分～心理士
４月３０日（木）午後１時３０分～心理士

佐野市保健センター

【予】健康・栄養相談
４月１５日（水）・２１日（火）
①午前９時１５分～　②午前１０時３０分～

消費生活相談
月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（田沼庁舎本館１階）

消費生活センター
☎（６１）１１６１

平常相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
交通生活課 
（田沼庁舎本館１階）

交通生活課
☎（６１）１１５９

【予】弁護士無料法律相談

４月１４日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は４月１日（水）午前９時～

万葉の里城山記念館

４月２１日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は４月１日（水）午前９時～

田沼中央公民館

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・
　女性家庭・行政相談・
　宅地建物相談

４月１０日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

４月７日（火）午後１時３０分～４時　
※宅地建物相談はありません

葛生あくと保健センター

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
教育センター 
（田沼中央公民館１階）

教育センター
☎（６２）１１３１

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
少年指導センター
（田沼庁舎本館２階） 少年指導センター

☎（６１）１１７５
青少年に関する巡回相談 ４月１６日（木）　午前10 時～午後3時

城北地区公民館
☎（２４）５７７２

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時
家庭児童相談室 
（東仮庁舎事務棟２階）

家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児サービスあり）

４月１７日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課
☎（２７）２３５４

【予】女性のためのカウン
セリング相談

４月２日（木）・１６日（木）午前１０時～１１時
５０分　※２日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談
４月２３日（木）
午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
４月１６日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

外国人相談
（ポルトガル語通訳あり）

４月２２日（水）午後２時～４時
国際交流協会（男女共
同参画推進センター・パ
レットプラザさの）

国際交流協会
☎（２４）４４４７
交通生活課
☎（６１）１１５９

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

４月２８日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

身体や知的に障がいのある
方の相談支援

月～金曜日午前８時３０分～午後５時３０分
障がい者相談支援セン
ターみどり

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１
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　２月２８日・３月１日、文化会館周辺で「全国

学びとまちづくりフォーラムｉｎ佐野」が開催さ

れました。

　このフォーラムは、人々と交流を図りながら、

生涯学習によるまちづくりの発展につなげること

を目的に開催されており、今年は「あなたも主役 

学びを活かして 地域創生」をテーマに、各地か

ら集まった４０団体の方々が１０の分科会に分か

れ各テーマで意見交換を行ったほか、延べ６５人

の楽習講師による展示・体験・ステージ発表など

が行われました。

　２月２４日、佐野市中央公民館で佐野観光ボラ

ンティアガイド養成講座の閉校式が行われ、受講

者１１人に岡部市長から認定証が手渡されまし

た。

　この講座は佐野市を訪れる観光客の皆様に ｢お

もてなしの心｣ をもって、市内の観光スポットや

史跡、名勝を案内する観光ボランティアガイドを

養成するためのものです。今回の第４期生を含め

卒業された方々は、延べ５５人。その内約４０人

の方々が実際に活躍されています。

　今回、新たに観光ボランティアに認定された栗

原辰男さんは ｢好きな佐野市のために、精一杯佐

野市のＰＲに努めていきたい｣ と抱負を話しまし

た。

　３月１日から７日までの７日間、春の全国火災

予防運動が実施された中、市内各所で、幼年消防

クラブ員が「火の用心」の呼びかけを行いました。

　４日には浅沼町のスーパーの入り口で、堀米保

育園の幼年消防クラブ員たちが ｢火の用心をお願

いします｣ と大きな声で、買い物に来た方へ呼び

かけていました。

　まだまだ乾燥していて火災が発生しやすい時期

です。皆さんも ｢火の用心｣ をよろしくお願いし

ます。 

全国学びとまちづ
くりフォーラム

　飛駒小児童４人の文字が、２月２３日に開通し

た蛍橋とこれから開通する磨墨橋の橋名板（橋の

名前を表示するもの）に採用されました。

　これは栃木県が県道桐生田沼線で、児童の安全

確保などのために進めている蛍橋、磨墨橋（飛駒

町内）の側道橋の新設に伴うもので、それぞれの

橋に児童たちが書いた橋名板が設置されます。

　蛍橋の側道橋の橋名板は、５年生の佐久間夢未

さんと石本結香さん、磨墨橋の側道橋の橋名板は、

６年生の吉川日和さんと中山晴香さんが書いたも

のです。

　クラス全員で書いた中から選ばれた４人は、完

成した橋名板をみながら ｢後々まで残るものに採

用され、嬉しいです｣ と話していました。

飛
駒
小
児
童
の
文
字

が
橋
名
板
に

新
た
な
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
誕
生

幼年消防クラブの子どもたちが
「火の用心」の呼びかけを実施
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春を告げる田沼の初午祭り

　春が来る、と田沼の初午祭りが告げています。

　心がうきうきする初午祭りが、３月６日から８

日に一瓶塚稲荷神社とその周辺で行われました。

多くの方が参拝に訪れるとともに、道に並ぶ出店

を楽しんでいました。

　また、たぬまふるさと館では「初午華道展」が

開催され、格調高い花々がお客さんを出迎えまし

た。家元（池坊宝生流・龍生流・古流松藤会・池

坊・草月流）のお師匠さんを始め、小学１年生ま

での４１名の出瓶者は、おもてなしの心で自然観

と季節感を考慮した作品を生けました。

　主催者（たぬま華道会花裕人の金子さん、石川

さんなど会員１３名）は「伝統ある華道展をこれか

らも続けていきたい」と話していました。

（市民記者・佐藤久夫）

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

撮
影
技
術
講
習
会

　３月７日・８日、佐野市立図書館と人丸神社を

会場に「ビデオカメラ撮影技術講習会」が開催され

ました。

　１日目の午前中は、図書館にて撮影の基礎技術

講習会を行い、午後は人丸神社で実技の講習を行

いました。

　講師となった佐野ビデオクラブ会員の方々の丁

寧な指導のもと、撮影した映像を持ち帰り、２日

目には映像を視聴しながら、さまざまなアドバイ

スをいただきました。

　図書館では「読み聞かせ会」などのほか、こう

した講習会も開催し

ています。講習会な

どの詳細は、各館で

お配りしている「図

書館だより」をご覧

ください。

あきやま有機農村未来塾　～地域活性化の取り組み～

　中山間地域である秋山地区では、高齢化および少子化が進んでい

る中、地域の活性化を図るため、昨年１０月より、地元住民による

地域会議を開催し、地域が抱える課題やその解決策などについて話

し合いを行っています。

　会議では３０代の子育て中のご夫婦から、地域を支えてきた高齢

者など、地元の方々が自由な立場で発言し、今後の秋山を考え、活

発な話し合いが行われてきました。

　そうした話し合いを重ねた結果、「あきやま有機農村未来塾」を

立ち上げ、平成２７年度より、お茶づくりや山ぶどうによるワイン

造り、米作りから始める地酒つくりなどに取り組み、地域の活性化

を図ることとなりました。

　３月１２日には設立総会前の最後の会議を行い、会の方向性や規

約、予算など、最終的な打ち合わせを行いました。

　あきやま有機農村未来塾は４月に設立総会を行い、５月にはさっそく「手もみ茶つくり体験」を行う

予定です。



　

　２月２１日、佐野市運動公園の市民体

育館で、さのまるの４回目の誕生日を祝

う「さのまる学園天国」を開催しました。

　今年のイベントのテーマは「学園祭」で、

キャラクターによるミニゲームやお笑い

芸人のライブ、「佐野らーめん」や「いもフライ」のグルメブースなど内容が盛り

だくさん。会場には約１万６千人もの方が集まり、さのまるの誕生日を一緒にお

祝いしてくださいました。

　さのまるは、特別に用意したブレザー姿で登場。日頃から応援してくれている

皆さん、仲良くしているお友だちキャラクターに感謝の気持ちを伝え、素敵な１日を過ごしました。

【さのまるの家休業】３月３１日（火）、４月以降の予定は、さのまるオフィシャルホームページ（http://

sanomaru225.com/）をご確認ください。　■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２
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●出生　６３人　●死亡１２９人

●婚姻　３８組　●離婚　１９組

●転入２５７人　●転出２９１人

人口の動き（２月分）

	●人口    １２１，７６４人（－１００）●世帯４９，７０６戸（－５４）

　　男　６０，０７２人（－６０）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，６９２人（－４０）

人口と世帯数（３月１日現在）

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

さのまる、４回目のお誕生日

檜山勝己・直美さん（富岡町）土澤正・智子さん（葛生東）

平成２２年１０月生

荒居道悦・梢さん（中町）

平成２６年３月生

平成２３年１０月生

小松原健斗・千晴さん（植下町）

平成２６年５月生優
ゆ う ま

馬ちゃん
琉
りゅうせい

正ちゃん

陽
ひまり

葵ちゃん 平成２６年３月生 利
さ と し

知ちゃん
璃
り の

乃ちゃん

紗
さ な

奈ちゃん 平成２５年７月生

QRコードからも
ご覧いただけます

佐野

・体験入居可能です
・短期間での利用可能です
・空室状況についてはご連絡ください

佐野市堀米町820－5
（清澄高校すぐそば）
佐野市堀米町820－5
（清澄高校すぐそば）0120-653-214

空室状況・資料送付依頼
さまざまなイベント情報まで満載！
スタッフのブログもあります
是非ホームページをご覧ください！！

入居に関する相談・見学随時対応
お気軽にご連絡ください
入居に関する相談・見学随時対応
お気軽にご連絡ください

あなたの

 「自由で わがままな暮らし」
　　　　　　　　をサポートさせて下さい

あなたの

 「自由で わがままな暮らし」
　　　　　　　　をサポートさせて下さい


